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（１）分野別事業一覧              

（単位：千円） 

政策分野 金額 
          

国庫 道費 町債 その他 一般 

Ⅰ 生活環境 

計画額 803,633 0 400 606,300 1,100 195,833 

当初予算額 639,689 0 107 461,800 38,911 138,871 

決算額 668,790 6,160 208 481,300 39,991 141,131 

Ⅱ 教育 

計画額 363,887 785 14,118 24,400 74,140 250,444 

当初予算額 342,232 2,658 8,185 31,800 69,314 230,275 

決算額 371,642 2,029 7,642 74,495 82,690 204,786 

Ⅲ 
医療・保

健・福祉 

計画額 349,798 28,099 28,947 0 61,167 231,585 

当初予算額 566,780 36,922 50,078 258,800 89,243 131,737 

決算額 438,332 34,867 39,360 151,100 101,205 111,800 

Ⅳ 産業 

計画額 743,449 0 393,805 9,300 102,752 237,592 

当初予算額 638,914 0 276,195 40,400 127,256 195,063 

決算額 799,158 10,664 400,370 39,373 137,512 211,239 

Ⅴ 都市基盤 

計画額 1,400,736 471,049 125 588,000 23,917 317,645 

当初予算額 1,196,845 283,358 250 583,457 29,751 300,029 

決算額 1,507,833 357,632 0 721,303 14,231 414,667 

Ⅵ 地域経営 

計画額 107,734 0 14,559 0 213 92,962 

当初予算額 102,075 355 1,281 900 5,025 94,514 

決算額 97,630 145 1,155 0 7,566 88,764 

計 

計画額 3,769,237 499,933 451,954 1,228,000 263,289 1,326,061 

当初予算額 3,486,535 323,293 336,096 1,377,157 359,500 1,090,489 

決算額 3,883,385 411,497 448,735 1,467,571 383,195 1,172,387 
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（２）事業費・財源内訳比較  
 

（単位：百万円） 

 

 

前頁の表と上記のグラフは、栗山町第６次総合計画における計画事業の事業費を「計画策定時の

額」、「令和４年度の当初予算額」、「令和４年度の決算額」で比較したものです。 

計画策定時は３，７６９，２３７千円の事業費を見込んでいましたが、当初予算額は３，４８６，

５３５千円で、計画額に対して２８２，７０２千円減少しました。 

決算額は３，８８３，３８５千円で、当初予算額に対して３９６，８５０千円増加しました。   

主な要因は、降雪の影響で、当初の想定を大幅に超える除排雪作業を実施（計画事業№.１３７）し

たことや、継立小学校校舎屋根の防水改修工事を実施（計画事業№４５）したことによるものです。 

なお、国庫・道費補助金や交付税算入対象となる町債の借入れにより実質の一般財源を抑えなが

ら事業を実施しました。 
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計画事業の会計別決算状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※関連計画事業（決算額）の欄に掲載されいている事業名は略称です。 
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（１）一般会計【会計番号 01】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 総務費 01. 総務管

理費 

01. 一般管

理費 

4,573千円 【№175】時代に対応できる

行政職員を育成します。

(599千円) 

147 

【№182】予算・決算・財政

状況などの情報を分かりや

すく公表します。 

(3,974千円) 

152 

02. 文書広

報費 

13,995千円 【№180】広報くりやまの発

行など、行政情報を広く発

信します。(13,938千円) 

151 

【№187】町長のまち懇やふ

れあい訪問を行い町政の町

民参画を推進します。 

(57千円) 

155 

05. 町有林

管理費 

11,312千円 【№121】造林事業などによ

り適正な森林管理を推進し

ます。(11,312千円) 

107 

09. 交通安

全対策

費 

3,566千円 【№021】交通安全運動・教

育を推進します。 

(1,630千円) 

39 

【№195】高齢運転免許証保

有者の免許証自主返納を支

援します。(1,936千円) 

40 

10. 交通安

全施設

費 

2,860千円 【№022】交通安全施設の整

備を進めます。(2,860千円) 40 

12. 企画費 15,710千円 【№138】地域間（都市間）

交通の確保と利便性の向上

を図ります。(11,528千円) 

121 

【№164】まちづくり協議会

などの地域活動を支援しま

す。(1,622千円) 

140 

【№165】ＮＰＯ法人などの

公益活動に対する支援を充

実します。(30千円) 

141 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 総務費 01. 総務管

理費 

12. 企画費 15,710千円 【№167】町民が連携・協力

する地域活性化・賑わい創

出活動を支援します。 

(290千円) 

142 

【№168】施策・計画事業の

評価を行い、改善・見直しを

図ります。(282千円) 

143 

【№179】事務共同処理の検

討など、広域連携の推進を

図ります。(948千円) 

150 

【№184】栗山町史（平成史）

を編集・発刊します。 

(974千円) 

153 

【№203】持続可能な地域公

共交通システムを構築しま

す。(36千円) 

123 

15. 姉妹都

市交流

費 

50千円 【№078】姉妹都市、被災地

などとの青少年交流事業を

行います。(50千円) 

77 

16. 国際交

流費 

3,965千円 【№077】少年ジェット派遣

事業を行います。 

(3,965千円) 

76 

18. バス路

線維持

費 

79,062千円 【№139】町営バスの充実を

図り、交通弱者の移動手段

を確保します。 

(79,062千円) 

122 

19. 情報推

進費 

60,191千円 【№177】情報システムによ

り、事務の効率化・サービス

向上を図ります。 

(40,957千円) 

148 

【№178】情報機器の活用に

より、事務の効率化・サービ

ス向上を図ります。 

(17,992千円) 

148 

【№181】町が保有する公文

書の適切な公開と情報提供

を推進します。(1,242千円) 

152 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

02. 総務費 01. 総務管

理費 

20. 防災対

策費 

3,479千円 【№011】災害用物資の備蓄

を進めるとともに、備品保

管倉庫を整備します。 

(481千円) 

33 

【№012】災害時の電源・燃

料確保を推進します。

(1,155千円) 

33 

【№013】災害時の情報伝達

手段を充実します。 

(1,791千円) 

34 

【№015】防災訓練の実施

と、町民の防災知識の啓発

を推進します。(52千円) 

35 

22. 定住促

進費 

25,594千円 【№091】妊娠・出産・子育

てに関する、相談機能を充

実します。(61千円) 

86 

【№129】栗山町への移住・

定住を促進します。 

(11,182千円) 

114 

【№143】若者・子育て世代

が移住しやすい環境を整備

します。(9,142千円) 

126 

【№192】くりやま若者シテ

ィプロモーション事業を推

進します。(5,209千円) 

115 

23. 新型コ

ロナウ

イルス

感染症

対策費 

394千円 【№026】学校教育における

ＩＣＴの利活用を推進しま

す。(394千円) 43 

02. 徴税費 02. 賦課徴

収費 

1,125千円 【№172】町税収入等の収納

率向上に努めます。 

(1,125千円) 

145 

05. 統計調

査費 

01. 統計調

査総務

費 

36千円 【№171】各種統計データに

より、現状を分析し、まちづ

くりに活用します。 

(36千円) 

145 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

03. 民生費 01. 社会福

祉費 

01. 社会福

祉総務

費 

15,155千円 【№023】地域の防犯・安全

運動を推進します。 

(807千円) 

41 

【№024】防犯灯（街路灯）

の適切な配置を推進しま

す。(5,308千円) 

41 

【№106】地域の見守り・支

え合い活動の充実を図りま

す。(9,040千円) 

97 

02. 老人福

祉費 

2,610千円 【№101】高齢者が要介護状

態にならないよう、介護予

防事業を推進します。 

(36千円) 

93 

【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(1,974千円) 

94 

【№104】介護福祉学校と町

内介護支援事業所との連携

を図ります。(600千円) 

95 

04. 心身障

害者福

祉費 

6,469千円 【№107】障がい者の自立し

た地域生活を支援します。

(1,552千円) 

98 

【№108】障がい者の社会参

画と自立支援に取り組む団

体等を支援します。 

(4,917千円) 

99 

07. ケアラ

ー支援

事業費 

2,936千円 【№105】高齢者の社会参加

と活動の場づくりを推進し

ます。(2,936千円) 

96 

02. 児童福

祉費 

01. 児童福

祉総務

費 

25,333千円 【№092】子ども医療費を助

成します。(18,999千円) 
87 

【№093】子育て家庭の支援

や、子育てしやすい環境の

充実を図ります。 

(5,127千円) 

87 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

03. 民生費 02. 児童福

祉費 

01. 児童福

祉総務

費 

25,333千円 【№096】要保護児童対策の

強化と、効果的な組織体制

づくりを進めます。 

(40千円) 

90 

【№098】心身障がい児の療

育サービス費用負担の軽減

を図ります。(1,167千円) 

91 

02. 保育所

運営費 

17,271千円 【№095】民間保育園などと

連携を図り、保育・教育の質

を高めます。(17,271千円) 

89 

03. 児童セ

ンター

費 

29,904千円 【№094】児童の遊び・活動

の場と、放課後の居場所づ

くりを進めます。 

(29,736千円) 

88 

【№100】栗山町児童センタ

ーの計画的な改修・設備更

新を行います。(168千円) 

92 

04. 子育て

支援セ

ンター

費 

5,611千円 【№093】子育て家庭の支援

や、子育てしやすい環境の

充実を図ります。 

(5,611千円) 

87 

05. 発達サ

ポート

センタ

ー費 

1,060千円 【№097】心身に障がいや発

達の遅れのある子どもを支

援します。(1,060千円) 
91 

04. 衛生費 01. 保健衛

生費 

02. 予防費 24,562千円 【№079】がん早期発見・治

療を進め、がん死亡率の減

少を目指します。 

(2,822千円) 

78 

【№080】脳血管疾患、循環

器疾患、糖尿病などの予防

を推進します。(4,511千円) 

79 

【№081】より良い生活習慣

への改善を推進します。

(153千円) 

80 

【№082】口腔の健康づくり

を推進します。(2,002千円) 
80 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

04. 衛生費 01. 保健衛

生費 

02. 予防費 24,562千円 【№083】乳幼児の健やかな

発達・発育を支援し、次世代

の健康を支えます。 

(14,261千円) 

81 

【№084】こころの健康づく

りを推進します。(203千円) 
81 

【№085】健康づくり活動を

支援し、健康を支え守る環

境を整備します。(610千円) 

82 

03. 地域医

療対策

費 

104,489千円 【№088】地域に必要な医療

水準の維持に努めます。

(40,126千円) 

84 

【№089】在宅療養生活を支

える医療供給体制等を推進

します。(700千円) 

85 

【№090】初期救急医療の確

保と、二次救急病院への支

援をします。(63,663千円) 

85 

04. 環境衛

生費 

7,155千円 【№007】地球温暖化対策実

行計画を策定します。

(6,315千円) 

30 

【№009】公共施設などの再

生可能エネルギー導入を推

進します。(840千円) 

31 

05. 栗山町

赤十字

病院改

築支援

事業費 

125,400千円 【№088】地域に必要な医療

水準の維持に努めます。

(125,400千円) 84 

02. 清掃費 01. 清掃総

務費 

496千円 【№006】町内会・自治会な

どによる、地域環境美化の

運動を支援します。 

(496千円) 

29 

02. 塵芥処

理費 

596,280千円 【№001】中間処理（リサイ

クル・堆肥化）を行い、再資

源 化 を 推 進 し ま す 。

(124,787千円) 

26 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

04. 衛生費 02. 清掃費 02. 塵芥処

理費 

596,280千円 【№002】ごみ分別の正しい

知識の普及啓発と協力体制

づくりを進めます。 

(84千円) 

27 

【№003】ごみ処理施設・設

備などの計画的な更新・修

繕を行います。 

(13,798千円) 

27 

【№004】埋立てごみの減容

を推進します。 

(26,189千円) 

28 

【№005】広域組合の共同処

理により、安定したごみ処

理体制を構築します。

(431,422千円) 

28 

05. 労働費 01. 労働費 01. 労働総

務費 

2,327千円 【№130】勤労者の福祉向上

と、季節労働者の通年雇用

化を推進します。(39千円) 

116 

【№131】労働者の雇用環境

の向上を図ります。 

(2,288千円) 

117 

02. 勤労者

福祉セ

ンター

費 

5,812千円 【№130】勤労者の福祉向上

と、季節労働者の通年雇用

化を推進します。 

(5,812千円) 

116 

06. 農林水

産業費 

01. 農業費 02. 農業総

務費 

5,572千円 【№118】有害鳥獣駆除対策

を推進します。(5,572千円) 
105 

03. 農業振

興費 

426,138千円 【№111】営農活動の安定化

支援と、集落営農組織の育

成を図ります。(2,303千円) 

101 

【№112】栗山の特性を生か

した良質な農産物の生産を

推進します。(133,040千円) 

102 

【№113】農地の円滑な流動

化の推進と、優良農地の確

保を図ります。(1,801千円) 

102 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

06. 農林水

産業費 

01. 農業費 03. 農業振

興費 

426,138千円 【№116】農業・農村の持つ

多面的な機能を守り育てま

す。(165,697千円) 

104 

【№117】中山間地域等の農

業生産・多面的な機能確保

を支援します。 

(122,901千円) 

104 

【№119】６次産業化の取り

組みを支援します。 

(198千円) 

106 

【№120】農山村の魅力を活

かした都市農村交流を推進

します。(198千円) 

107 

04. 総合土

地改良

事業費 

60,516千円 【№114】国営事業などによ

る基盤整備と、施設の維持

管理を行います。 

(27,944千円) 

103 

【№115】道営事業による計

画的な基盤整備と、施設の

維持管理を行います。

(32,572千円) 

103 

05. 農業担

い手育

成費 

32,461千円 【№109】農業後継者の育成

を図ります。(2,860千円) 
100 

【№110】新規就農者の受け

入れを進めます。 

(29,601千円) 

101 

02. 林業費 01. 林業振

興費 

5,016千円 【№121】造林事業などによ

り適正な森林管理を推進し

ます。(5,016千円) 

107 

02. 森林環

境譲与

税事業

費 

15,626千円 【№121】造林事業などによ

り適正な森林管理を推進し

ます。(15,626千円) 
107 

07. 商工費 01. 商工費 01. 商工振

興費 

169,177千円 【№025】消費生活に関する

啓発活動の支援や相談窓口

の充実を図ります。 

(1,181千円) 

42 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

07. 商工費 01. 商工費 01. 商工振

興費 

169,177千円 【№122】賑わいにあふれ魅

力ある商店街づくりを推進

します。(15,769千円) 

108 

【№123】積極的な企業誘致

活動を行います。 

(29,077千円) 

109 

【№124】町内商工業者の経

営安定・改善などを支援し

ます。(123,150千円) 

109 

02. 観光費 7,703千円 【№125】新たな推進体制を

構築するなど、観光事業の

充実を図ります。 

(7,703千円) 

112 

03. 栗山駅

南交流

拠点施

設事業

推進費 

55,637千円 【№125】新たな推進体制を

構築するなど、観光事業の

充実を図ります。 

(13,673千円) 

112 

【№186】コミュニティ放送

により、町民との情報共有

の充実を図ります。 

(13,349千円) 

154 

【№193】ものづくりＤＩＹ

工房の導入・活用を推進し

ます。(28,615千円) 

110 

08. 土木費 02. 道路橋

梁費 

02. 道路維

持費 

19,526千円 【№135】町道の舗装や側溝

改修など、道路環境の維持・

向上を図ります。 

(8,416千円) 

120 

【№136】町道の総点検を行

い、修繕計画の策定・管理を

行います。(11,110千円) 

120 

03. 除雪対

策費 

223,739千円 【№137】冬期間における道

路環境の維持・確保を図り

ます。(223,739千円) 

121 

05. 地方道

路整備

費 

118,129千円 【№133】幹線町道杵臼本線

の道路改良・舗装を実施し

ます。(74,294千円) 

119 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

08. 土木費 02. 道路橋

梁費 

05. 地方道

路整備

費 

118,129千円 【№134】老朽化した橋梁の

点検・修繕を計画的に行い

ます。(43,835千円) 

119 

03. 河川費 01. 河川総

務費 

12,505千円 【№151】河川環境の改善・

水害防止と、自然河川づく

りを推進します。 

(12,505千円) 

131 

04. 都市計

画費 

01. 都市計

画総務

費 

185千円 【№160】景観資源の保全・

活用を図ります。(185千円) 137 

02. 都市計

画整備

費 

413,766千円 【№152】新町地区の再開発

整備事業に取り組みます。

(403,866千円) 

133 

【№153】馬追橋の早期架換

え要望と、錦地区の街並み

づくりを検討します。

(9,900千円) 

134 

03. 公園管

理費 

2,078千円 【№161】老朽化した公園施

設の修繕・更新を行います。

(1,858千円) 

138 

【№162】御大師山周辺（栗

山公園等）の計画的な改修・

整備を進めます。(220千円) 

138 

05. 住宅費 01. 住宅総

務費 

6,672千円 【№144】生活環境の保全と

防犯のため、空き家対策に

取り組みます。(2,778千円) 

127 

【№145】住宅の居住性や住

環境の向上を図ります。

(3,894千円) 

127 

03. 住宅建

設費 

270,383千円 【№141】公営住宅の整備・

改修を行います。 

(270,383千円) 

124 

09. 消防費 01. 消防費 01. 消防費 47,658千円 【№016】消防車両などを計

画的に更新します。 

(2,056千円) 

36 

【№017】消防通信指令装置

を更新します。 

(12,952千円) 

37 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

09. 消防費 01. 消防費 01. 消防費 47,658千円 【№019】老朽化した消防施

設を計画的に改修・整備し

ます。(4,004千円) 

38 

【№020】消防団施設の更新

など、充実・強化を図りま

す。(28,646千円) 

38 

10. 教育費 01. 教育総

務費 

04. 教育諸

費 

69,796千円 【№026】学校教育における

ＩＣＴの利活用を推進しま

す。(10,645千円) 

43 

【№027】小中学校の英語教

育の質的向上、充実を図り

ます。(9,402千円) 

44 

【№029】各学年において

「全国標準学力検査」を実

施します。(1,199千円) 

45 

【№030】特別支援教育を推

進します。(17,300千円) 
45 

【№031】教職員による学校

事務（校務）の負担軽減を図

ります。(12,700千円) 

46 

【№032】小学生のフッ化物

洗口を推進します。 

(62千円) 

46 

【№033】いじめや不登校な

どの問題行動の未然防止と

早期解決を図ります。 

(725千円) 

47 

【№035】児童生徒のスポー

ツ・文化活動を支援します。

(2,185千円) 

48 

【№036】児童生徒表彰を行

い、子どもたちの意欲を育

みます。(124千円) 

48 

【№037】コミュニティスク

ール（学校運営協議会制度）

を推進します。(1,078千円) 

49 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 01. 教育総

務費 

04. 教育諸

費 

69,796千円 【№038】児童生徒の登下校

時の安全・安心を確保しま

す。(235千円) 

49 

【№039】ふるさと教育を推

進するため、栗山らしい副

読本を作成します。 

(818千円) 

50 

【№040】各家庭の経済的負

担（教育費）の軽減を図りま

す。(9,545千円) 

50 

【№196】地域と連携した

「キャリア教育」を推進し

ます。(38千円) 

51 

【№197】栗山高校の魅力づ

くりを進めます。 

(3,725千円) 

59 

【№198】栗山高校の未来像

を話し合う町民委員会を設

置します。(15千円) 

60 

05. 学園費 87千円 【№208】高専一貫教育プロ

グラム開発・実証事業に取

り組みます。(87千円) 

58 

02. 小学校

費 

01. 学校管

理費 

39,017千円 【№043】栗山小学校校舎・

体育館の計画的な改修を行

います。(2,695千円) 

52 

【№045】継立小学校校舎・

体育館の計画的な改修を行

います。(36,322千円) 

53 

02. 教育振

興費 

1,976千円 【№040】各家庭の経済的負

担（教育費）の軽減を図りま

す。(1,976千円) 

50 

03. 中学校

費 

02. 教育振

興費 

3,339千円 【№040】各家庭の経済的負

担（教育費）の軽減を図りま

す。(3,339千円) 

50 

04. 社会教

育費 

01. 社会教

育総務

費 

1,317千円 【№056】青少年育成会活動

を支援します。(866千円) 62 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 04. 社会教

育費 

01. 社会教

育総務

費 

1,317千円 【№061】地域総ぐるみで

「ふるさと教育」を推進し

ます。(297千円) 

66 

【№078】姉妹都市、被災地

などとの青少年交流事業を

行います。(154千円) 

77 

02. 研修講

座費 

318千円 【№054】家庭教育の機能を

高める啓発・支援を行いま

す。(81千円) 

61 

【№055】自然・社会体験な

ど、青少年の体験活動の機

会を提供します。(21千円) 

62 

【№057】町民の多様な学び

の機会づくりを行います。

(182千円) 

63 

【№058】高齢者が喜びと生

きがいを感じる学びの機会

を提供します。(34千円) 

63 

04. 図書館

費 

58,920千円 【№059】町民の読書活動を

支援します。(58,920千円) 
64 

05. 文化振

興費 

12,892千円 【№072】町民が芸術文化に

親しむことのできる環境づ

くりを推進します。 

(7,448千円) 

73 

【№073】町民や文化団体に

よる芸術・文化活動を支援

します。(310千円) 

74 

【№074】芸術創造のまちづ

くりを推進します。 

(30千円) 

74 

【№075】ふるさと栗山の文

化財保護・活用を推進しま

す。(5,104千円) 

75 

06. 農村環

境改善

センタ

ー費 

447千円 【№060】老朽化した社会教

育施設の改修などを計画的

に行います。(447千円) 
65 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

10. 教育費 04. 社会教

育費 

07. 開拓記

念館費 

7,426千円 【№075】ふるさと栗山の文

化財保護・活用を推進しま

す。(7,426千円) 

75 

08. 自然教

育振興

費 

41,456千円 【№062】国蝶オオムラサキ

の生息環境を保全・再生し、

生態を公開します。 

(15,469千円) 

67 

【№063】ハサンベツ地区の

里山環境を保全・再生しま

す。(3,519千円) 

68 

【№064】人と自然との共生

を推進します。(34千円) 
68 

【№065】ふるさと自然体験

教育の推進と拠点施設の利

活用を図ります。 

(22,434千円) 

69 

09. カルチ

ャープ

ラザ費 

1,150千円 【№060】老朽化した社会教

育施設の改修などを計画的

に行います。(1,150千円) 

65 

05. 保健体

育費 

01. 保健体

育総務

費 

5,165千円 【№067】年齢や興味関心・

技術技能に応じた生涯スポ

ーツを推進します。 

(5,165千円) 

70 

02. 体育施

設費 

1,579千円 【№069】老朽化した社会体

育施設の改修などを計画的

に行います。(1,579千円) 

71 

04. 学校給

食費 

20,891千円 【№047】栄養教諭による食

育事業を実施します。 

(29千円) 

54 

【№049】安全な給食提供の

ため、備品・食器などの更新

を行います。(8,696千円) 

55 

【№050】学校給食センター

の長寿命化を図ります。

(12,166千円) 

56 
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（２）国民健康保険特別会計【会計番号 02】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 03. 徴税費 01. 賦課徴

収費 

148千円 【№172】町税収入等の収納

率向上に努めます。 

(148千円) 

145 

05. 保健事

業費 

01. 特定健

康診査

等事業

費 

01. 特定健

康診査

等事業

費 

14,568千円 【№080】脳血管疾患、循環

器疾患、糖尿病などの予防を

推進します。(14,568千円) 
79 

02. 保健事

業費 

01. 趣旨普

及費 

3,899千円 【№079】がん早期発見・治

療を進め、がん死亡率の減少

を目指します。(3,899千円) 

78 

 

 

（３）北海道介護福祉学校特別会計【会計番号 06】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 教育費 01. 介護福

祉学校

費 

01. 介護福

祉学校

費 

99,968千円 【№051】学校経営改善を着

実に推進し、優秀な介護福祉

士を輩出します。 

(99,253千円) 

57 

【№052】介護福祉学校・学

生寮の計画的な改修を行い

ます。(715千円) 

57 

02. 公債費 01. 公債費 01. 元金 1,470千円 【№051】学校経営改善を着

実に推進し、優秀な介護福祉

士を輩出します。 

(1,470千円) 

57 

02. 利子 19千円 【№051】学校経営改善を着

実に推進し、優秀な介護福祉

士を輩出します。(19千円) 

57 
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（４）介護保険特別会計【会計番号 07】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 02. 徴収費 01. 賦課徴

収費 

41千円 【№172】町税収入等の収納

率向上に努めます。 

(41千円) 

145 

03. 地域支

援事業

費 

01. 介護予

防・生

活支援

サービ

ス事業

費 

01. 介護予

防・生

活支援

サービ

ス事業

費 

42,166千円 【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(42,166千円) 
94 

02. 一般介

護予防

事業費 

01. 一般介

護予防

事業費 

7,944千円 【№101】高齢者が要介護状

態にならないよう、介護予

防事業を推進します。

(7,944千円) 

93 

03. 包括的

支援事

業・任

意事業

費 

05. 任意事

業費 

4,028千円 【№101】高齢者が要介護状

態にならないよう、介護予

防事業を推進します。 

(31千円) 

93 

【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(3,997千円) 

94 

06. 在宅医

療・介

護連携

推進事

業費 

182千円 【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(182千円) 94 

07. 生活支

援体制

整備事

業費 

4,173千円 【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(4,173千円) 
94 

08. 認知症

総合支

援事業

費 

522千円 【№101】高齢者が要介護状

態にならないよう、介護予

防事業を推進します。 

(522千円) 

93 
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款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

03. 地域支

援事業

費 

03. 包括的

支援事

業・任

意事業

費 

09. 地域ケ

ア会議

推進事

業 

99千円 【№102】生活支援を中心と

した地域包括ケアの充実を

図ります。(99千円) 94 

 

 

（５）後期高齢者医療特別会計【会計番号 08】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 総務費 01. 総務管

理費 

02. 保健事

業費 

6,005千円 【№206】高齢者の保健事業

と介護予防事業の一体的実

施(6,005千円) 

79 

02. 徴収費 01. 賦課徴

収費 

26千円 【№172】町税収入等の収納

率向上に努めます。 

(26千円) 

145 

 

 

（６）住宅団地造成事業特別会計【会計番号 09】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 住宅団

地造成

事業費 

01. 住宅団

地造成

事業費 

01. 住宅団

地造成

事業費 

16,308千円 【№142】住宅団地の造成を

検討します。(16,038千円) 125 

 

 

（７）工業団地造成事業特別会計【会計番号 10】 

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 工業団

地造成

事業費 

01. 工業団

地造成

事業費 

01. 工業団

地造成

事業費 

25,135千円 【№157】国道２３４号線の

整備要望と、角田地域振興

策を検討します。 

(25,135千円) 

136 
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（８）水道事業会計【会計番号 11】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 資本的

支出 

01. 建設改

良費 

01. 老朽管

更新事

業費 

102,410千円 【№146】老朽化した水道管

を計画的に更新します。

(102,410千円) 

128 

03. 浄水施

設整備

費 

31,262千円 【№147】水道施設の老朽化

した設備を計画的に更新し

ます。(31,262千円) 

129 

 

 

（９）下水道事業会計【会計番号 12】  

款 項 目 決算額 関連計画事業（決算額） 頁 

01. 下水道

事業資

本的支

出 

01. 営業費

用 

01. 管渠費 98,659千円 【№148】老朽化した下水道

施設を計画的に更新します。

(98,659千円) 
129 

03. 個別排

水処理

施設事

業費用 

01. 営業費

用 

01. 個別排

水処理

施設費 

67,308千円 【№150】個別排水処理施設

整備を推進します。 

(67,308千円) 
130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 24 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画事業別決算状況  
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（１）ごみ処理  
 

 

 

 

 

 

施策① ごみの減量化・資源化の推進                       

● ごみの再資源化による循環型社会の形成 

● 適正な分別の推進とごみの発生抑制 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

1 

中間処理（リサイクル・堆

肥化）を行い、再資源化を

推進します。 

資源ごみのリサイクル推進、生ごみ・下水道汚

泥の堆肥化（栗肥土＝クリピットとして町民に

還元）、外部処理委託の推進 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １２６，７６９千円 

主
な
事
業
実
績 

生ごみ・下水道汚泥を原料として生産した堆肥「栗肥

土」を約 22ｔ販売し、春・秋の特別販売や通常販売に

より町民に還元しました。 

再分別の徹底により硬質プラスチックや木類など再

生処理可能物の外部処理委託を行ない、プラスチック・

缶・ビン等の資源物の再資源化を進めました。 

決算額 １２４，７８７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,138千円 

一般 120,649千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (124,787 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆平成 23 年度より可燃ごみの炭化処理を実施してきましたが、炭化施設の廃止に伴い、

最終処分場の新たな延命対策と、さらなる埋め立てごみの減量対策が必要となっています。 

◆高齢化の進展などを見すえ、広域組合への加入による共同（焼却）処理への転換など、

将来の安定したごみ処理体制の構築が急務となっています。 

 

 

計画策定時の主な課題  

生活環境  
 

Ⅰ 
安心して暮らせるふるさとづくり  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

2 

ごみ分別の正しい知識の普

及啓発と協力体制づくりを

進めます。 

地域･団体･事業所などを対象とした説明会・施

設見学会の実施、分別啓発用パンフレットの作

成、小中学生の分別学習の推進 など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １６７千円 

主
な
事
業
実
績 

町民を対象としたごみ処理施設見学会（春・秋）及

び、栗山小学校の児童を対象としたごみ処理施設学習

会を開催しました。 

また、令和 6年 4月より変更となる分別方法につい

て、町内会・自治会長及び地区の環境衛生委員を対象

に説明会を開催しました。 

決算額 ８４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 84千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (84 千円) 

 
 

施策② ごみ処理体制の整備 

● 埋立てごみの減容による最終処分場の延命化 

● 広域処理による安定したごみ処理体制の確立 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

3 

老朽化したごみ処理施設・

設備などの計画的な更新・

修繕を行います。 

堆肥化施設上屋ビニール修繕・脱臭施設等の

修繕、資源リサイクルセンター圧縮梱包器等

の更新・修繕、作業用重機・ごみ収集車の更新 

など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １４，４６４千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいるごみ処理施設や設備等につい

て、延命に向けた修繕等を行いました。 

【主な修繕等内容】 

○堆肥化施設ダクト配管補修工事 

○堆肥化施設屋根修繕 

○最終処分場機能回復工事 

決算額 １３，７９８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 6,600千円 

その他 900千円 

一般 6,298千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (13,798 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

4 
埋立てごみの減容を推進し

ます。 

埋立てごみの破砕処理の実施（最終処分場の延

命化）、外部焼却処理委託の推進 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２６，６０２千円 

主
な
事
業
実
績 

炭にできるごみ及び炭にできないごみを回収後、衣

服類や硬質プラスチックなどの再分別による再資源

化、また、焼却対象物 800ｔを外部処理したことで埋

め立てごみが減容され、最終処分場を延命化できまし

た。 

決算額 ２６，１８９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 26,180千円 

一般 9千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (26,189 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

5 

広域組合加入による共同処

理により、安定したごみ処理

体制を構築します。 

広域組合（道央廃棄物処理組合）での焼却処理

（令和 6年４月施設稼働予定）に向けた施設等

建設 など 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ４３１，４２２千円 

主
な
事
業
実
績 

道央廃棄物処理組合が設置する焼却処理施設の稼

働（令和 6年 4月稼働予定）に向けて、各事業を実施

しました。 

【組合の主な実績】 

○プラント・建築工事（コンクリート打設・機器  

搬入） 

○焼却施設管理運営事業（プロポーザル）開始 

○最終処分場建設の検討 

決算額 ４３１，４２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 429,100千円 

その他 0千円 

一般 2,322千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_02 (431,422 千円) 

 
 

 

 

実 績 

実 績 
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（２）環境・エネルギー  
 

 

 

 
 
 
 

施策① 地域環境美化の推進 

● 全町的な環境美化の推進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

6 

町内会・自治会などによる、

地域環境美化の運動を支援

します。 

年２回（春・秋）の全町一斉清掃の実施、町

内会・自治会などの地域清掃活動（児童公園

など）に対するボランティア袋の提供 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ４９８千円 

主
な
事
業
実
績 

町内会・自治会などの協力のもと、春・秋に全町一

斉清掃を実施し、地域の環境美化活動を行いました。 

また、53の地域団体等に対し、地域清掃活動（児童

公園や河川など）用ボランティアごみ袋を提供し、地

域環境美化活動を支援しました。 

決算額 ４９６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 496千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_02_01 (496 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

◆地球温暖化対策に関する実行計画（事務事業編・区域施策編）の策定による温室効果 

ガスの発生抑制と、再生可能エネルギー導入による環境にやさしいまちづくりの推進 

が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 地球温暖化対策の推進 

● 地球温暖化防止のための温室効果ガスの発生抑制 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

7 

温室効果ガス排出削減など

に向けた、地球温暖化対策実

行計画を策定します。 

栗山町役場の対策を定める実行計画（事務事

業編）と、町内全域の取り組みを定める実行

計画（区域施策編）を策定 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，５３６千円 

主
な
事
業
実
績 

地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の評価を実

施しました。 

また、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策

定に向け、栗山区域全体における二酸化炭素排出量の

推計や町内の再生可能エネルギーの導入ポテンシャ

ル調査を実施するなど、基礎資料を整理しつつ、計画

案策定に着手しました。 

決算額 ６，３１５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 6,160千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 155千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_04 (6,315 千円) 

 

施策③ 再生可能エネルギー活用の推進 

● 再生可能エネルギー導入による環境にやさしいまちづくりの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

8 

環境にやさしい循環型社会

への貢献を目指す企業を支

援します。 

太陽光・バイオマス・雪氷冷熱などの再生可

能エネルギーを導入する町内事業者を支援

（導入費用の一部を助成） 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

自家消費向け再生可能エネルギーシステム等の設

備を導入し、経営の拡大を図ろうとする事業者に対し

て、導入経費の一部を補助する制度について周知を行

いましたが、申請事業者がなく、制度の活用には至り

ませんでした。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 



- 31 - 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

9 

公共施設などの再生可能エ

ネルギー導入を推進しま

す。 

住宅（家庭）用太陽光発電設備の導入を助成、

木質バイオマス、小水力発電などの再生可能

エネルギー活用に向けた調査検討 

環境政策課 

環境政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ８４０千円 

主
な
事
業
実
績 

住宅用太陽光発電システム設置費を補助しました。 

【事業概要】 

○住宅用太陽光発電システム設置費補助 

 4件設置 840千円 
決算額 ８４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 840千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_04 (840 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（３）防  災  
 

 

 

 

 

施策① 地域防災活動の推進 

● 地域組織を活かした災害時における協力体制の確立 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

10 
自主防災組織の設置により、

地域防災活動を推進します。 

まちづくり協議会などによる自主防災組織

の設置支援（助成）・育成、防災士（地域リー

ダー）の養成 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ５０千円 

主
な
事
業
実
績 

北海道地域防災マスター認定研修会が空知総合振

興局で開催され、町内から 5名の方が参加し、防災マ

スターに認定されました。 

自主防災組織については、南学田自治会で新たに

設置されました。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (0千円) 

 
 

 

 

 

 

 

     
◆各地域（町内会・自治会等）における自主防災組織設置と活動支援が必要となっています。 

◆栗山市街（北部）地区の備蓄場所（備蓄庫）の確保が必要となっています。 

  ＊南部：南部公民館、中部：旧農業集落排水処理場、北部：役場別館（建物の老朽化） 

◆災害情報の伝達手段（各世帯）の確保が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 行政危機管理体制の整備 

● 災害用物資（食料・資機材・燃料等）の計画的な備蓄 

● 災害時における町民への情報伝達手段の確保 

● 降雨・降雪など気象状況の的確な把握 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

11 

災害用物資の計画的な備蓄

を進めるとともに、備品保

管倉庫を整備します。 

備蓄計画に基づく食料・資機材（毛布・スト

ーブ・投光器など）の確保、家庭備蓄の啓発 

など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ５７１千円 

主
な
事
業
実
績 

備蓄食料として、アルファ化米 360食、飲料水 2,280

本、クラッカー280 パック、粉ミルク 80 箱、液体ミ

ルク 24本を更新しました。 決算額 ４８１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 100千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 381千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (481 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

12 
災害時の電源・燃料確保を

推進します。 

主要避難所に非常用電源設備を整備、電源及

び暖房機器などの燃料確保に向けた供給業

者との災害時協定の締結 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １，１８３千円 

主
な
事
業
実
績 

小中学校等の教育施設に関する非常用発電設備の

設置計画に基づき、令和 5 年度に栗山中学校に整備

する非常用発電設備の実施設計を行いました。 決算額 １，１５５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 1,100千円 

その他 0千円 

一般 55千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (1,155 千円) 
      

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

13 
災害時の情報伝達手段を充

実します。 

デジタル移動系無線の整備、総合行政ネット

ワーク衛星無線回線の更新 など 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １，８８０千円 

主
な
事
業
実
績 

スピーカー付災害用車両を 1台、衛星電話 1台、安

否確認一斉通報システム、デジタル防災無線等を運

用しました。 決算額 １，７９１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,400千円 

一般 391千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (1,791 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

14 
防災情報システム（気象観

測等）を導入します。 

早期の避難情報提供（降雨や降雪状況の把

握）に向けた仕組みの検討 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

札幌管区気象台や気象観測システム業者、近隣自治

体などに、気象観測装置の内容や観測方法、設置状況

を調査し、装置の設置について検討しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
                     

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 防災意識の啓発                             

● 町民の防災意識の高揚 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

15 

防災訓練の実施と、町民の

防災知識の啓発を推進しま

す。 

町民・関係機関と連携した総合防災訓練の実

施（年１回）、町職員防災訓練の実施（年１

回）、町広報などでの防災知識の啓発 

総務課 

広報･防災 

･情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ８１千円 

主
な
事
業
実
績 

総合防災訓練、冬の災害を想定した冬季避難所開

設訓練を実施しました。 

地域団体等への防災講話や町広報誌での防災特集

記事の掲載による普及啓発を行いました。 
決算額 ５２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 52千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_20 (52 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（４）消防・救急  
 

 

 

 

 

 

施策① 消防・救急体制の確保                          

● 消防車両の計画的な更新による消防・救急体制の確保 

● ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の普及・利活用による救命率の向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

16 
消防車両などを計画的に更

新します。 
消防署救助工作車、職員防火衣などの更新 消防署 

 

 

最終予算額 ２，０５６千円 

主
な
事
業
実
績 

令和 4年度に更新した設備はありません。                             

※決算額は令和元年度に購入した職員用防火衣の      

償還金。 決算額 ２，０５６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,000千円 

一般 56千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (2,056 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆平成 11 年に導入した消防通信指令装置の経年劣化が進み、更新が必要となっています。 

  ＊通報受理・出動命令・消防団招集等の迅速化、増加する携帯電話からの通報時の位置特定を強化 

◆サイレン吹鳴装置の更新（デジタル化）が必要となっています。 

  ＊現在のアナログ無線設備の使用期限が平成 28 年５月 31 日までとなっている。 

◆引き続き、消防施設・車両等の計画的な改修・更新が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

17 
消防通信指令装置を更新し

ます。 

消防署の通信指令装置の更新（通報受理・出

動命令・情報提供の迅速化等） 
消防署 

 

 

最終予算額 １２，９５２千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町・由仁町・長沼町の 3町において、緊急簡易

型通信指令システムを整備しました。 

決算額 １２，９５２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 12,900千円 

その他 0千円 

一般 52千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (12,952 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

18 
ＡＥＤの活用など救急救命

講習を実施します。 

救急救命講習の実施、ＡＥＤの設置拡大に向

けた啓発活動 など 
消防署 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

救急救命講習を 21 回実施し、375 名が受講しまし

た。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 
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施策② 消防施設の整備                             

● 消防施設の計画的な更新による消防・救急体制の確保 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

19 
老朽化した消防施設を計画

的に改修・整備します。 
消防待機宿舎の改修 など 消防署 

 

 

最終予算額 ４，００４千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいた待機宿舎（Ｃ棟）を改修しまし

た。 

決算額 ４，００４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 3,600千円 

その他 0千円 

一般 404千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (4,004 千円) 

 
 

施策③ 消防団の充実・強化                             

● 消防団活動の充実・強化による火災・災害時等の被害軽減 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

20 
消防団施設の更新など、充

実・強化を図ります。 

分団小型動力ポンプ自動車の更新、各分団庁

舎の改修・補修、団員防火衣の更新 など 
消防署 

 

 

最終予算額 ２８，６４６千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいた第 2 分団第 1 部庁舎の外壁と

屋根を塗装しました。 

第 3 分団第 1 部 2 号車（ポンプ車）を更新しまし

た。 

消防団員活動服を更新したほか、新たに消防団員

雨衣を購入しました。 

 

決算額 ２８，６４６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 23,000千円 

その他 4,000千円 

一般 1,646千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_09_01_01 (28,646 千円) 

実 績 

実 績 
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（５）生活安全  
 

 

 

 

 

 

施策① 交通安全対策の推進                   

● 町民一人ひとりの交通安全意識の高揚 

● 危険箇所への警戒標識設置等による交通事故抑止 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

21 
交通安全運動・教育を推進

します。 

各種団体の協力による交通安全運動・キャン

ペーンの実施、幼児・児童生徒などの交通安

全教育の推進 など 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 １，６３０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町交通安全協会をはじめとする関係機関等と

ともに、交通安全運動及び交通安全教育啓発活動を

実施しました。 

【主な内容】 

○交通安全教室・講習会：11 回 852人 

○各期交通安全運動街頭啓発：16回 763人 

○交通安全啓発グッズ配布：4 回 30人 

○飲酒運転関係啓発・街頭指導：12回 204人 

決算額 １，６３０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,630千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_09 (1,630 千円) 

 

 

 

 

 
 

     
◆関係団体との連携による、継続的な交通安全運動・教育の推進が必要となっています。 

◆広域化・悪質化する犯罪（振り込め・還付金詐欺など）に対し、家庭・地域・学校・ 

関係団体との連携を強め、地域ぐるみの防犯活動が必要となっています。 

◆消費者協会と連携を図りながら、継続的な消費者保護・相談事業の推進が必要となって

います。 ＊消費者協会会員の高齢化の現状もあり会員増に向けた取り組みも必要。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

22 
交通安全施設の整備を進め

ます。 
町道への道路警戒標識などの設置 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，８６０千円 

主
な
事
業
実
績 

町道の道路警戒標識等を整備しました。 

【主な内容】 

○路側標識：12基 警戒標識：17基 決算額 ２，８６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,860千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_10 (2,860 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

195 

高齢運転免許証保有者の

免許証自主返納を支援し

ます。 

高齢運転者の免許証自主返納に対し、ハイ

ヤー利用料金または町営バス回数券などを

助成 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，１０６千円 

主
な
事
業
実
績 

ハイヤー利用料金の助成または町営バスの回数

券の交付、運転経歴証明証交付手数料を助成しまし

た。 

【主な内容】 

○ハイヤー利用料金のみ：140 人 

○町営バス回数券のみ：16人 

○ハイヤー＋町営バス：19人 

○運転経歴証明書交付手数料助成：21人 

決算額 １，９３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,936千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_09 (1,936 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 地域防犯活動の推進 

● 犯罪の無い安全な地域社会の形成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

23 
地域の防犯・安全運動を推

進します。 

栗山地区防犯協会による地域安全運動、地域

安全講習会、子ども 110番の家事業の支援、 

防犯カメラの設置 など 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ８６９千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山地区防犯協会をはじめ関係機関や地域と連携

し、地域の防犯・安全活動を実施しました。 

【主な内容】 

○新入学児童への防犯ブザー配布：90個 

○防犯パトロール：3回 34 人 

○スポーツ大会協賛・助成：2 回 

○防犯講習会：5回 123人 

○街頭啓発：6回 85人 

○老人クラブ連合会への防犯ブザー寄贈：1,320個 

○防犯カメラ設置：1基（継立 天馬軒前交差点  

付近） 

決算額 ８０７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 300千円 

一般 507千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (807 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

24 
防犯灯（街路灯）の適切な

配置を推進します。 

町内会等による防犯灯（街路灯）設置・修理

費用の助成、電気料の助成、ＬＥＤ化の推進 

環境政策課 

生活安全Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，３１２千円 

主
な
事
業
実
績 

地域団体へ街路灯設置・修理及び電気料金を助成

しました。 

【主な内容】 

○街路灯設置・修理助成：8団体 43灯 

（内ＬＥＤ化分：7団体 42灯） 

○電気料金助成：81団体 1,746 灯 

決算額 ５，３０８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 5,000千円 

その他 0千円 

一般 308千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (5,308 千円) 

 
 
 

実 績 

実 績 
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施策③ 消費者保護の推進 

● 知識啓発及び相談体制の充実等による消費生活の保護 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

25 

消費生活に関する啓発活動

の支援や相談窓口の充実を

図ります。 

｢消費者まつり｣や啓発事業などを行う栗山

消費者協会の活動を支援（助成）、消費生活相

談員による相談窓口の開設 など 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２９８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山消費者協会による消費生活の意識啓発活動に

対して助成したほか、南空知消費生活相談窓口の運

営を委託し、86件の相談を受けました。 決算額 １，１８１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 108千円 

町債 0千円 

その他 1,073千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (1,181 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 
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（１）学校教育  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

施策① 確かな学力の育成と特別支援教育の充実 

● ＩＣＴ利活用や英語教育の充実などによる特色ある学校教育の推進 

● 指導体制の充実による児童生徒の基礎学力の定着・向上 

● 学習や学校生活に困難さを抱える児童生徒への支援 

● 教職員の指導力発揮に向けた環境整備 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

26 
学校教育におけるＩＣＴの

利活用を推進します。 

常設型ＩＣＴ環境（タブレット端末の更新な

ど）を整備、デジタル教材の導入、利活用の

支援 など 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２，９６０千円 

主
な
事
業
実
績 

インターネット環境がない家庭に対して、インタ

ーネット回線整備費用の補助やモバイルＷｉ－Ｆｉ

ルーター端末の貸し出しを行いました。 

また、ＧＩＧＡスクール構想推進のため、学校に対

するＩＣＴ機器やソフトの活用支援等を民間企業へ

委託しました。 

決算額 １１，０３９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 415千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 9,600千円 

一般 1,024千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_23 (394 千円) 

01_10_01_04 (10,645 千円) 

 

      
◆地域総ぐるみによる学校教育の創造と、地域の特性を生かした「ふるさと教育」のさら

なる推進が必要となっています。 

◆ＩＣＴ利活用や英語教育など、社会変化に対応した特色ある教育活動の推進が必要となっています。 

◆教育機会の均等を保障する就学援助制度の継続が必要となっています。 

◆各小中学校施設の計画的な改修（栗山中体育館の大規模改修等）が必要となっています。 

◆アレルギー対応等を含めた、衛生管理基準に適合する学校給食センターの建替えの検討

が必要となっています。 

◆少⼦化や介護職離れ等により介護福祉学校への⼊学希望⽣徒が年々減少しており、事業

所と連携した修学資金制度運用など、学⽣確保に向けた対策が必要となっています。 

教  育  Ⅱ 
人々が輝くふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

27 
小中学校の英語教育の質的

向上、充実を図ります。 

小学生専属の英語指導助手配置による英語

教育の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ９，４６８千円 

主
な
事
業
実
績 

外国人英語指導助手 2 人のうち 1 人はＪＥＴプロ

グラムで任用し、もう 1 人は民間派遣会社へ委託し

ました。両者とも日本語に長けており、児童生徒や教

職員とコミュニケーションをとりながら積極的に活

動しました。 

決算額 ９，４０２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,800千円 

その他 4,300千円 

一般 302千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (9,402 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

28 

児童生徒の学力向上に向け

た指導機能の充実を図りま

す。 

教育委員会事務局に学校教育活動の指導・助

言を行う専門職員（１人）を配置、授業力向

上に向けた教職員研修機会の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

学校教育の専門知識を持つ指導主事 1人を配置し、

各学校へ経営・教育課程編成等の指導助言を行いま

した。 

また、新学習指導要領に基づくＩＣＴを活用した

学習活動を推進するため、研修会等を実施しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

29 
各学年において「全国標準

学力検査」を実施します。 

小学２～６年生・中学校全学年で全校標準学

力検査を実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，３３０千円 

主
な
事
業
実
績 

小学校 2年生から中学校 3年生までを対象とした、

全国標準学力検査を実施しました。 

決算額 １，１９９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,199千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (1,199 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

30 
特別支援教育を推進しま

す。 

特別支援教育支援員（学習支援員）の配置 

（各学校の実情に合わせて配置） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １７，５５５千円 

主
な
事
業
実
績 

全小中学校に支援員を、中学校に臨時看護師をそ

れぞれ配置し、一人ひとりに寄り添った学習支援や

医療的ケアを行いました。 

また、特別支援教育推進協議会において、支援員や

学校関係者を対象とした研修会を開催したほか、幼

保小中の円滑な連携に取り組みました。 

決算額 １７，３００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 978千円 

道費 0千円 

町債 10,000千円 

その他 6,000千円 

一般 322千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (17,300 千円) 

 
 
 
 
 
 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

31 
教職員による学校事務（校

務）の負担軽減を図ります。 

臨時職員配置による学校事務などの補助、校務

支援システム（出欠・成績管理、指導要録など）

の利活用による校務の情報化、システム機器の

更新 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １３，３３９千円 

主
な
事
業
実
績 

北海道公立学校校務支援システムの利活用を促進

したほか、学校事務補助職員を 3人配置しました。 

決算額 １２，７００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 12,700千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (12,700 千円) 

 
 

施策② 豊かな心と健やかな身体の育成 

● いじめや不登校などの問題行動の未然防止と早期発見・解決 

● 児童生徒による読書活動の充実 

● 児童生徒の豊かな心と健やかな身体の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

32 
小学生のフッ化物洗口を推

進します。 

各小学校週１回、希望する家庭の児童に低濃

度フッ素でのうがいを実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １０１千円 

主
な
事
業
実
績 

フッ化物洗口は希望者のみを対象として予定して

おりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に

より中止しました。 決算額 ６２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 62千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (62 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

33 

いじめや不登校などの問題

行動の未然防止と早期解決

を図ります。 

教育相談員の配置（１人）、児童福祉と連携し

た虐待防止、中学校でのスクールカウンセラ

ー活用（月１回北海道から派遣） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７５７千円 

主
な
事
業
実
績 

Ｈｙｐｅｒ－ＱＵテストにより、いじめや不登校

児童生徒の実態を把握しました。 

また、教育相談員 1 人を配置し、不登校における

保護者と児童生徒に寄り添う教育相談を、学校や福

祉課と連携して実施しました。 

さらに、北海道教育委員会のスクールカウンセラ

ー活用事業により、スクールカウンセラーを 1 人配

置しました。 

決算額 ７２５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 725千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (725 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

34 
学校の読書環境（図書室）

の充実を図ります。 

栗山町図書館（指定管理者：ＮＰＯ法人くり

やま）との連携強化による学校図書の充実・

活用の推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

学校図書室専門の図書館司書を配置し、学校図書

の整備や教職員との連携を強化しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

35 

｢子ども夢づくり基金｣を活

用し、児童生徒のスポーツ・

文化活動を支援します。 

児童生徒のスポーツ・文化活動の支援（全道

大会以上への参加時に対象経費の一部を助

成）、中学生の芸術鑑賞機会の充実 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，３６３千円 

主
な
事
業
実
績 

水泳、野球、サッカーの全国大会参加経費等の一部

を助成しました。 

決算額 ２，１８５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,152千円 

一般 33千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (2,185 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

36 

｢輝け！栗っ子｣児童生徒表

彰を行い、子どもたちの意

欲を育みます。 

努力賞（学校・社会生活での努力）・奉仕賞（社

会や個人への奉仕活動）・親切賞（親切な行

い）・体育賞・学芸賞の各表彰を実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２４千円 

主
な
事
業
実
績 

各学校からの受賞対象者の推薦に基づき、児童生

徒の優れた活動等を表彰しました。 

【表彰者数】 

○体育賞：52人 

○学芸賞：20人 

決算額 １２４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 124千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (124 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策③ ふるさと総がかりによる教育の推進 

● 子どもの豊かな育ちを支える地域総ぐるみ教育の実現 

● 地域を題材にした学校での「ふるさと教育」の推進 

● 各家庭における経済的負担の軽減 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

37 

コミュニティスクール（学

校運営協議会制度）の導入

を進めます。 

各小中学校に学校運営協議会を設置し、地域

住民・関係者の声を学校経営に反映させた地

域とともにある学校づくりの推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２６３千円 

主
な
事
業
実
績 

全小中学校で学校運営協議会を開催し、学校関係

者評価や土曜授業の実施内容について協議しまし

た。 

また、学校と保護者、地域とのつながりを大切にし

た土曜授業を全小中学校で実施しました。 

決算額 １，０７８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,078千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (1,078 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

38 
児童生徒の登下校時の安

全・安心を確保します。 

通学路の定期点検（危険箇所把握）と校区安

全マップの作成 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２８８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町通学路安全推進会議において危険箇所を確

認し、国等へ危険箇所の改善要請などを行いました。 

また、児童生徒に対して、校区安全マップを配布し

ました。 
決算額 ２３５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 235千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (235 千円) 

 
 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

39 

ふるさと教育を推進するた

め、栗山らしい副読本を作成

します。 

社会科・理科副読本の作成と利活用（小学校

３年生に配布） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８４０千円 

主
な
事
業
実
績 

学習指導要領に基づいて新たに作成した社会科副

読本（小学 3・4年使用）を、新小学 3年生に配布し

ました。 決算額 ８１８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 818千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (818 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

40 
各家庭の経済的負担（教育

費）の軽減を図ります。 

要保護・準要保護児童生徒の就学援助（医療

費・学用品費など）、幼稚園への通園を希望す

る保護者の負担軽減 など 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １７，５０６千円 

主
な
事
業
実
績 

低所得家庭に対して、就学に係る費用（学用品費・

体育実技用品、修学旅行費等）を助成しました。 

また、教材費や学校行事経費、中学生部活動費等に

対する学校交付金を交付し、保護者の負担軽減に取

り組みました。 

決算額 １４，８６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 42千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 14,818千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (9,545 千円) 

01_10_02_02 (1,976 千円) 

01_10_03_02 (3,339 千円) 

 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

196 
地域と連携した「キャリア

教育」を推進します。 

地域、企業、介護福祉学校などと連携した小・

中学校、高等学校におけるキャリア教育の推

進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３８千円 

主
な
事
業
実
績 

全児童生徒に対し、目標をたて、成長を記録し、

振り返るためのキャリアノートを配布しました。                                      

町内の企業、栗山高校、介護福祉学校、小中学校

が連携した「栗山町キャリア教育体験発表会」につ

いては、新型コロナウイルス感染症の影響により中

止しました。 

決算額 ３８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 38千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (38 千円) 

 
 

施策④ 学校施設・設備などの整備 

● 学校施設の適切な維持、改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

41 
栗山中学校校舎の計画的な

改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいる学校施設の適切な維持管理や、

長寿命化を図るため、個別施設計画に基づき改修内容

を検討しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

42 
栗山中学校体育館の大規模

な改修を行います。 

非構造部材の耐震化、長寿命化を図るための

個別施設計画の策定・計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいる学校施設の適切な維持管理や、

長寿命化を図るため、個別施設計画に基づき改修内容

を検討しました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

43 
栗山小学校校舎・体育館の

大規模な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １１２，９７０千円 

主
な
事
業
実
績 

令和 5年度に行う体育館非構造部材耐震化改修に係

る実施設計を行いました。 

※予算残の内 110,000 千円は、令和 5 年度予算へ 

繰り越しました。 
決算額 ２，６９５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 2,695千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_02_01 (2,695 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

44 
角田小学校校舎・体育館の

計画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備、暖房設備改修 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化が進んでいる学校施設の適切な維持管理や、

長寿命化を図るため、個別施設計画に基づき改修内容

を検討しました。 決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

45 
継立小学校校舎・体育館の

計画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３６，３２２千円 

主
な
事
業
実
績 

校舎屋根の防水改修工事を行いました。 

決算額 ３６，３２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 36,300千円 

その他 0千円 

一般 22千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_02_01 (36,322 千円) 

 
 
 
 
 
 
 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

46 
教職員住宅（校長・教頭）

を改修します。 
※前期で終了（事業完了） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策⑤ 安全・安心な学校給食の提供 

● 食生活への正しい理解と食習慣の形成 

● 学校給食における地産地消の推進 

● 安心・安全な学校給食の提供に向けた環境整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

47 
栄養教諭による食育事業を

実施します。 

学校行事などでの食育講話・料理教室の実

施、児童生徒の発達に合った食育指導の実施 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０千円 

主
な
事
業
実
績 

栄養教諭が小中学校を訪問し、給食が出来上がる

までの過程や正しい食生活、成長に必要な栄養素に

ついてなど、食に関する指導を行いました。 

また、食育の一環として児童・生徒に好きな副食一

品を選んでもらう「セレクト給食」を実施しました。 

決算額 ２９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 29千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_04 (29 千円) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

48 
地元産・道内産の食材活用

を推進します。 

米・野菜・小麦粉など、地元産を活用した給

食提供を推進 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町内産食材を可能な限り調達し、調達できない食

材については、道産、国産を積極的に活用しました。 

また、「給食だより」で使用食材の情報を発信しま

した。 

このほか「栗山産ふるさと給食」として、町内産の

牛肉を使ったカレーなどを提供し、児童生徒の地産

地消に対する理解を深めました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

49 

安全な給食提供のため、備

品・食器などの計画的な更

新を行います。 

計画的な備品・食器などの更新（消毒保管庫、

真空冷却器、カートイン消毒保管庫、スチー

ムコンベクションなど） 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８，７２２千円 

主
な
事
業
実
績 

蒸気式回転窯 2台を更新しました。 

また、ステップ運転機能付解凍保管庫を新設しま

した。 決算額 ８，６９６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 8,560千円 

その他 0千円 

一般 136千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_04 (8,696 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

50 
学校給食センターの長寿命

化を図ります。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

学校教育課 

学校教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２，５６２千円 

主
な
事
業
実
績 

昨年度に実施した「給水配管診断」に基づき、施設

厨房内の給水管や給湯管の更新工事を行いました。 

決算額 １２，１６６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 12,140千円 

その他 0千円 

一般 26千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_04 (12,166 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑥ 北海道介護福祉学校の運営 

● 高齢化社会を支える人材の育成 

● 学校施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

51 

優秀な介護福祉士を毎年 40

名輩出し、これからの高齢化社

会を支える人材を創出します。 

２年制専修学校として介護福祉士を養成、学

生確保対策（介護人材確保のネットワーク構

築など）、地域と連携した福祉教育の推進 な

ど 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 １０１，８１０千円 

主
な
事
業
実
績 

介護福祉指定科目のほか、独自科目として地域活動

研究・キャリア形成支援講座などを設定し、他の養成

校にはない栗山らしい特色ある教育を展開しました。  

令和 5 年 3 月卒業生 25 人は、大学進学 2 人を除く

23人全員が就職し、34年連続就職率 100％を達成しま

した。平成 29 年度から義務化された介護福祉士国家

試験では、合格率 100％を達成し、全国養成校平均の

75.6％（外国人除く）を上回りました。 

入学者数は 25人、定員充足率は 52.5％にとどまり、

学校経営改善計画の財政推計で見込んだ 40 人に及び

ませんでした。このことから、進学相談会の参加回数

を増やすなど有効と考えられる対策に努めました。 

決算額 １００，７４２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 583千円 

道費 7,533千円 

町債 0千円 

その他 35,299千円 

一般 57,327千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

06_01_01_01 (99,253 千円) 

06_02_01_01 (1,470 千円) 

06_02_01_02 (19 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

52 
介護福祉学校・学生寮の計

画的な改修を行います。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 ９１０千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化による機能低下が著しく授業に支障が出て

いた入浴実習室の給湯設備を更新しました。併せて、

入浴用介護椅子などを更新し、介護現場の実態に即し

た教育活動が展開できるよう整備しました。 
決算額 ７１５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 715千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

06_01_01_01 (715 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

208 

福祉・介護分野における中

核的人材育成に向けた高専

一貫教育プログラム開発・

実証実験に取り組みます。 

栗山高校との連携による高専一貫教育プロ

グラムの開発・運用 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 １，１７５千円 

主
な
事
業
実
績 

介護人材の不足が懸念される中、「福祉のまち栗山

町」における地域産業の中核的人材の育成するため、

文部科学省の委託を受け、栗山高校と連携し、高専一

貫教育プログラムの開発を開始しました。12 月にキ

ックオフイベントを開催し、栗山高校では、高専 5年

における導入部分となる高校 3 年間において学校設

定科目「栗山と福祉」（105 時間）を開設し、介護福

祉学校と栗山高校の相互連携により授業を行うこと

にしました。また、これらの教育プログラムの妥当

性、将来性などを検証するために介護事業等の参画

によりコンソーシアムを設立しました。 

決算額 ８７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 11千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 76千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_05 (87 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 
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施策⑦ 栗山高校の魅力づくり 

● 就業機会の拡大や生徒の資質向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

197 
栗山高校の魅力づくりを

進めます。 

学生確保(学校の魅力づくり）を目的とした

各種支援策の実施 

学校教育課 

学校経営改善室 

 

 

最終予算額 ４，２２３千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山高校への各種支援策の活用実績の検証と評価

を行い、令和 5 年度以降の新たな支援制度の実施内

容、栗山高校の魅力向上への支援策を協議しました。 

また、前年度に引き続き近隣中学校生徒に対し、

各種支援補助金及び学校ＰＲ媒体を配付するなど、

積極的な生徒募集を実施しました。 

【支援補助金の活用実績】 

○部活動対外派遣費補助：6件 149千円 

○進学模擬試験受験料補助：34件 42千円 

○資格取得受験料補助：100件 117千円 

○冬季屋外学校活動支援「スキー学習」交通費 

補助：4件 61千円 

○入学準備支援金：50件 1,170 千円 

○部活動遠征交通費補助：9件 370千円 

○部活動下校便交通費補助：9 件 308千円 

○海外研修補助（少年ジェット）2人 796千円 

○学生寮寮費補助：2人 426 千円 

決算額 ３，７２５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 3,725千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (3,725 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

198 

栗山高校の未来像を話し

合う町民委員会を設置し

ます。 

栗山高校の今後のあり方（魅力ある学校づ

くりや生徒確保対策）など、町民委員会で検

討 

学校教育課 

学校経営改善室 

 

 

最終予算額 ４３８千円 

主
な
事
業
実
績 

「栗山高等学校の魅力づくり委員会」からの提言

項目を実現するため、産学官参画による推進体制と

して、「栗山高校魅力化ビジョン推進会議」を設置し

ました。 

①地域資源を活用した特色ある教育課程の構築、

②特色ある学科・コースの設置、③女子野球部設立

への実現、④町からの支援体制の充実等、具体的な

議論を進め、高校魅力化コンソーシアムの設置につ

いて協議しました。 

決算額 １５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 15千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_01_04 (15 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）生涯教育  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 幼児・家庭教育の推進 

● 家庭の教育力向上とより良い家庭環境づくりの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

54 
家庭教育の機能を高める啓

発・支援を行います。 

子どもの望ましい生活習慣確立のための啓

発活動、家庭教育サポート企業との連携推進 

など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８９千円 

主
な
事
業
実
績 

家庭教育に関する講演会や親学セミナーを、社会

福祉協議会や子育て支援センターと連携して開催し

ました。 

【主な事業内容】 

家庭教育講演会 ：1回 41 人 

キッズコーチング気質講座：1 回 16人 

決算額 ８１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 19千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 62千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (81 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

◆青少年育成事業に参加できる子どもが限られており、新たな展開が必要となっています。 

◆高齢者大学の受講生の固定化・高齢化が進んでおり、新たな展開が必要となっています。 

◆図書館と教職員との連携強化により、図書館システムを活用した学校での読書活動の 

充実に向けた取り組みが必要となっています。 

◆町民に親しまれる生涯学習情報の発信（マナビィの発行等）が必要となっています。 

◆老朽化が進む社会教育施設の計画的な改修が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 青少年教育の推進                            

● 人間性豊かな青少年の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

55 

自然・社会体験など、青少

年の体験活動の機会を提供

します。 

くりやまキッズクラブ（青少年体験学校）の

実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８０千円 

主
な
事
業
実
績 

町内の小学 4 年生から中学 3 年生までを対象とし

た「くりやまキッズクラブ」を実施しました。 

【主な実施内容】 

○田植え：26人 

○ミズバショウとホタルの里づくり：24人 

○宿泊体験：28人 

○農園収穫祭：25人 

○脱穀体験・写生会：23人 

○親子もちつきのつどい：23 人 

○バードコール・スノーハイク：17人 

○かまくら作り：21人 

○卒業制作（レジンキーホルダー）：27人 

決算額 ２１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 21千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (21 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

56 
青少年育成会活動を支援し

ます。 

栗山町青少年育成会事業の支援（子ども会リ

ーダー研修、かるた大会、各地区・単位育成

会の活動支援など） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ８７２千円 

主
な
事
業
実
績 

青少年育成会活動を支援しました。 

【主な活動】 

○リーダー研修会（初級 2回 19人、中級 1回 2人、

上級 2回 9人、高校生ボランティア 1人） 

※新型コロナウイルス感染症の影響により宿泊

を中止し日帰りで実施。 

○かるた大会 

※全町かるた大会は新型コロナウイルス感染症

の影響により中止。 

○各地区・単位育成会への支援 

  栗山 0千円（活動実績なし） 角田 130千円  

継立 90千円 

決算額 ８６６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 866千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_01 (866 千円) 

実 績 

実 績 
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施策③ 成人・高齢者教育の推進 

● 町民への多様な学習機会の提供と地域活動の担い手育成 

● 高齢者による学びの機会と生きがいづくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

57 
町民の多様な学びの機会づ

くりを行います。 

町民講座など町民の学習機会の提供、生涯学

習情報誌「マナビィ」の発行 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １８８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山ふるさと学などの町民講座を開催したほか、

生涯学習情報誌「マナビィ」の発行によって学習機会

の周知、活動報告を行いました。 

【主な実績】 

○学習機会の提供：町民講座（4講座：延べ 173人） 

○学習機会等の情報発信：生涯学習情報誌 

 「マナビィ」の発行（年 12 回） 

決算額 １８２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1千円 

一般 181千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (182 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

58 

高齢者が喜びと生きがいを

感じる学びの機会を提供し

ます。 

高齢者大学「いきいきスクール」「いきいき

塾」の実施、定年世代向け（概ね 55歳以上）

町民講座の開催 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ５５千円 

主
な
事
業
実
績 

高齢者大学「いきいきスクール」を実施しました。 

【主な実施内容】 

○開講式・講演会：41人 

○初夏のバス研修：45人 

○救急防災教育：29人 

○学校祭：100人 

○秋のバス研修：33人 

○閉講式：42人 

○その他：大正琴、ハーモニカなどのクラブ活動 

など 

決算額 ３４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 34千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_02 (34 千円) 

実 績 

実 績 
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施策④ 図書館活動の推進 

● 町民の心豊かで文化的な暮らしを支える読書活動の普及 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

59 
町民の読書活動を支援しま

す。 

学校図書室との連携を推進、子育てブックス

タート事業の実施、栗山ふるさと文庫事業の

実施 など ＊指定管理者委託事業 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ５８，９２６千円 

主
な
事
業
実
績 

ミニくりプロジェクトの実施により、学校図書室

を専門に担当する図書館司書を配置し、教員と連携

した調べ学習や授業支援などを実施しました。 

廃棄本の有効活用を進めるためブックリサイクル

市を全館常設で実施しました。 

昨年度開設した電子図書館の体験会を実施しまし

た。 

決算額 ５８，９２０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 58,920千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_04 (58,920 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑤ 社会教育施設の整備 

● 社会教育施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

60 

老朽化した社会教育施設の

改修などを計画的に行いま

す。 

合宿センター・武道場解体、長寿命化を図る

ための個別施設計画の策定・計画に基づく整

備、図書館屋上防水改修、開拓記念館屋上防

水改修 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，６００千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した社会教育施設の修繕等を実施しまし

た。 

【主な修繕等内容】 

○南部公民館 

 ロビーチェア修繕 

○カルチャープラザ 

 エレベーターバッテリー交換、美術品庫エアコ

ン設置工事、消防設備更新工事 

○角田農村環境改善センター 

 エントランスホールレースカーテン更新 

決算額 １，５９７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,597千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_06 (447 千円) 

01_10_04_09 (1,150 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 



- 66 - 

 

施策⑥ ふるさと教育の推進 

● 学校・家庭・地域が一体となった「ふるさと教育」の推進 

● 町民のふるさとへの愛着・誇り、地域や人と関わり合う力の醸成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

61 
地域総ぐるみで「ふるさと

教育」を推進します。 

地域教育協議会事業（ふるさと教育交流会な

ど）の実施、学校支援活動の実施、普及啓発

活動 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４２０千円 

主
な
事
業
実
績 

地域教育協議会を 6 回開催し、ふるさと教育冊子

を作成しました。また、ふるさと教育交流会（60 名

参加）を開催しました。 決算額 ２９７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 90千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 207千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_01 (297 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 



- 67 - 

 

（３）自然環境教育  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 自然環境の保全・再生 

● 身近な自然・里山環境の保全・再生と教育環境づくり 

● 保全・再生運動に対する町民意識の向上と担い手づくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

62 

国蝶オオムラサキの生息環

境を保全・再生し、生態を

公開します。 

オオムラサキ育成・公開（観察飼育舎）、オオ

ムラサキ生息環境の保全・再生、自然繁殖の

推進、オオムラサキ完尾管理運営 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １５，４９５千円 

主
な
事
業
実
績 

オオムラサキ館でオオムラサキの飼育・公開を行

い、来場者に対して町内に生息する昆虫や水生生物

の生態等の学習機会を提供しました。また、角田小学

校・継立小学校において幼虫の観察飼育を実施しま

した。 

【来館者数】 

○オオムラサキ館：29,482 人 

決算額 １５，４６９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 6,708千円 

一般 8,761千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (15,469 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆ハサンベツ里山計画実行委員会など関係団体の高齢化が進み、新たな担い手づくりが 

課題となっています。また、オオムラサキの森づくり、ハサンベツ里山づくりなどの継

続性の確保が必要となっています。 

＊子どもの体験教育を継続するためには、自然環境の維持・保全が必要 

◆今後の自然教育の方向性や取り組みをまとめた、中長期計画の策定が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

63 
ハサンベツ地区の里山環境

を保全・再生します。 

里山環境の保全・整備、里山計画実行委員会

など関係団体の活動支援、新たな担い手発掘・

育成支援、地区内の民有地購入の検討 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，６２２千円 

主
な
事
業
実
績 

ハサンベツ里山計画実行委員会が実施する里山の

自然体験フィールド保全活動を支援しました。 

また、夕張川自然再生協議会への活動を支援し、夕

張川支流の環境を整備しました。 

【主な整備実施状況】 

○ハサンベツ里山 

ハサンベツの日 7回（5～11 月第 2日曜日） 

○夕張川支流 

河川清掃、サケの稚魚放流 

決算額 ３，５１９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,430千円 

一般 89千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (3,519 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

64 

自然・里山環境の保全・再生

に係る町の方針を宣言し、人

と自然との共生を推進しま

す。 

｢（仮称）人と自然が共生するまちづくり宣

言｣の実施、記念事業の開催、自然教育中長期

計画の策定、担い手・人材確保 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２６千円 

主
な
事
業
実
績 

前年度実施したパブリックコメントの結果を踏ま

え、栗山町自然教育中長期計画を策定しました。その

後、町の第 7 次総合計画に合わせ策定委員会を開催

し、計画との整合性を図る見直しを行いました。 
決算額 ３４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 34千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (34 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② ふるさと自然体験教育の推進 

● 児童生徒等の豊かな感性、たくましく成長する力などを育む自然体験教育の推進 

● ｢雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウス｣の拠点活用と適正な維持管理 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

65 

「ふるさと自然体験教育」の

推進と、拠点施設「雨煙別小

学校 コカ･コーラ環境ハウ

ス」の利活用を図ります。 

自然体験プログラム指導者の確保、プログラ

ム集・指導事例集作成、町内児童生徒の体験

学習支援、ボランティア養成 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２２，４７６千円 

主
な
事
業
実
績 

ＮＰＯ法人雨煙別学校への委託により、町内の児童

生徒へふるさと自然体験プログラムを提供しました。 

また、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスの利活

用のため自然体験プログラム集等を発行しました。 

指導者の育成事業については、新型コロナウイルス

感染症の影響により中止しました。 

【主な実績】 

○町内児童生徒自然体験プログラム利用：3,707 人 

○ふるさと自然体験プログラム集発行 

○ふるさとカレンダー発行：400部発行 

決算額 ２２，４３４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 10,300千円 

一般 12,134千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_08 (22,434 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

66 

教育効果向上のため、観察

飼育舎とふれあいプラザの

機能統合を図ります。 

※令和元年で終了（事業完了） 
社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、令和元年度に完了しました。 
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（４）スポーツ  
 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 生涯スポーツの推進 

● 年齢や技術等の段階に応じた生涯スポーツの環境づくり 

● 大学等の合宿誘致による交流人口拡大と地域スポーツ団体の競技力向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

67 

年齢や技術・技能の段階に

応じた生涯スポーツを推進

します。 

体育イベント（歩けあるけ運動など）・体育大

会（ソフトボール・ミニバレーなど）の開催、

スポーツ少年団本部の支援、総合型地域スポ

ーツクラブへの事業委託 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，３１０千円 

主
な
事
業
実
績 

新型コロナウイルス感染症の影響により一部のス

ポーツイベントが中止となりましたが、スポーツ少

年団本部への支援、総合型地域スポーツクラブへの

事業委託などを実施しました。 

【主な実績】 

○スポーツイベント・スポーツ大会 

・第 50回歩けあるけ運動：56 人 

・スイミングフェスティバル：76人 

・全町ソフトボール大会：6チーム 111人 

・全町ミニバレーボール大会：16チーム 140人 

○各団体への支援 

・スポーツ協会（970千円） 

・スポーツ少年団本部（554千円） 

○総合型地域スポーツクラブ 

・フィットネス：45人 

決算額 ５，１６５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 5,165千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_01 (5,165 千円) 

 

 

 

 

   
 

◆総合型地域スポーツクラブと町事業との連携による、効果的な事業展開が必要となって

います。 

◆スポーツ行事の参加者が減少傾向にあり、また、少子化に伴い、種目によっては少年団

活動が縮小傾向にあるため、スポーツ団体の育成が必要となっています。 

◆老朽化した体育施設の修繕が多発しており、計画的な維持・補修が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

68 
スポーツ合宿などの受入体

制を整備します。 
大学などのスポーツ合宿誘致 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

新型コロナウイルス感染症の影響により部活動や

少年団活動に制限がありましたが、前年度に比べ受

入れ件数は増加しました。 

【受入れ実績】 

27団体延べ 777人（サッカー・ドッジボール等） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策② スポーツ施設の整備 

● スポーツ施設の適正な維持・改修による長寿命化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

69 

老朽化した社会体育施設の

改修などを計画的に行いま

す。 

スポーツセンターのトレーニングルーム機器

更新・バスケットゴール更新、栗夢広場のフ

ェンス修繕、栗山水泳プールのプールサイド

修繕、長寿命化を図るための個別施設計画の

策定・計画に基づく整備 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １，６２１千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した社会体育施設の修繕等を実施しました。 

【主な修繕等内容】 

○角田水泳プール：ろ過機ポンプモーター交換工事 

○ふじスポーツ広場：管理棟トイレ洋式化改修工事 
決算額 １，５７９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,579千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_05_02 (1,579 千円) 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

70 
ふじスポーツ広場の大規模

な改修を検討します。 

※前期で終了（計画事業 69の個別施設計画に

基づく長寿命化で対応） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

71 
栗山町スキー場の今後のあ

り方を検討します。 
※令和元年で終了（事業完了） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 

本計画事業は、令和元年度に完了しました。 
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（５）芸術・文化  
 

 

 

 

 

 

 

施策① 芸術・文化活動の推進 

● 優れた芸術・音楽鑑賞機会の提供 

● 文化団体の育成と町民による芸術・文化活動の推進 

● 町内で創作活動を行う芸術家への支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

72 

町民が芸術文化に親しむこ

とのできる環境づくりを推

進します。 

小学校での演劇鑑賞事業、美術展など芸術鑑

賞事業、札響ひなまつりコンサートなどの音

楽鑑賞事業の実施、文化振興基金活用事業の

実施 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ７，７０７千円 

主
な
事
業
実
績 

カルチャープラザ運営実行委員会や、室内楽コンサ

ート実行委員会への支援等により芸術鑑賞の機会を

提供しました。 

また、文化振興基金補助金の活用により町民の自主

的な文化活動を支援しました。  

【主な事業内容】 

○演劇鑑賞事業：133人 

○美術展等鑑賞事業：295人 

〇ひなまつりコンサート：800 人 

○室内楽コンサート：70人 

○カルチャープラザ運営実行委員会主催事業： 

305人 

○文化振興基金補助金：芸術創造普及事業 1 件、  

郷土芸能等保存振興事業 4件、地域文化振興普及

事業 3件 

決算額 ７，４４８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,800千円 

一般 4,648千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (7,448 千円) 

 

 

 

 

 

     

◆文化連盟加盟団体の減少と会員の高齢化が進み、各文化祭への参加者層も高齢化・固定

化傾向にあるため、現役世代の参加のきっかけとなる取り組みが必要となっています。 

   ＊各文化団体・活動の後継者育成が今後の課題 

◆小林酒造などの歴史的な建造物の保全・活用に向けた制度の構築が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

73 
町民や文化団体による芸

術・文化活動を支援します。 

芸術祭・音楽祭の開催支援、芸能祭・菊花展

など栗山町文化連盟事業の支援 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３１０千円 

主
な
事
業
実
績 

芸術祭実行委員会、音楽祭実行委員会によるくりや

ま芸術祭・くりやま音楽祭の開催を支援しました。 

栗山町文化連盟による芸能祭・菊花展の開催を支援

しました。 
決算額 ３１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 310千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (310 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

74 
芸術創造のまちづくりを推

進します。 

芸術家による工房新築・改築の支援（奨励金）、

個展開催支援（奨励金）、あさひ工房での工房

体験教室の実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ４１千円 

主
な
事
業
実
績 

創作活動施設であるあさひ工房にて、工房体験教室

を開催しました。なお、完成した作品の一部を、くり

やま芸術祭や図書館ギャラリーに展示しました。 

【開催内容】 

○陶芸体験教室 

○ちぎり絵体験教室 

○レザークラフト体験教室 

○フリーアート体験教室 

決算額 ３０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 30千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (30 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 文化財保護・活用の推進 

● 文化財及び伝統文化に対する町民理解・意識の高揚 

● 歴史的文化財の保護・活用 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

75 
ふるさと栗山の文化財保

護・活用を推進します。 

文化財の指定・文化財保護の啓発活動の推

進、栗山町開拓記念館事業の推進、文化財保

存継承補助制度の創設・運用 など 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 １２，５３５千円 

主
な
事
業
実
績 

国登録有形文化財である小林酒造酒蔵群なつかし

ホールの雪害による改修費の一部を補助しました。  

開拓記念館において、収蔵品を活用したテーマ別

の特別展示を 4 回開催したほか、広報アノロを 4 回

発行し栗山町の歴史や文化の情報を発信しました。 

また、栗山町文化財保護委員会を 4 回開催し、10

年ぶりに新たに 2件を町文化財に指定しました。 

【令和 4年度末の状況】 

〇歴史的建造物保存継承補助金活用：1件 

○開拓記念館収蔵品数：7,475 点 

○町指定文化財：12件 

決算額 １２，５３０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,100千円 

一般 10,430千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_10_04_05 (5,104 千円) 

01_10_04_07 (7,426 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

76 

歴史的建造物などの保存・

継承に向けた支援制度を検

討します。 

※前期で終了（計画事業 75に統合） 
社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（６）国際・地域間交流  
 

 

 

 

 

 

施策① 国際交流の推進 

● 国際社会に対応できる青少年の育成 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

77 
少年ジェット派遣事業を行

います。 

町内在住の中高生（８人程度）の海外派遣研

修を実施 

（８泊程度で英語圏への派遣を予定） 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，９７５千円 

主
な
事
業
実
績 

中高生 10人（栗山高校枠 2名含む）をオーストラ

リアに派遣しました。 

○参加者：10人 

○事前研修：8回 

○滞在期間：9日間 

○事後研修：3回 

決算額 ３，９６５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 3,965千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_16 (3,965 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆姉妹都市である宮城県角田市との交流を継続的に推進する必要があります。 

◆児童生徒等の国際感覚を養うため、国際交流の機会づくりを推進する必要があります。 

＊少年ジェット派遣事業は、英語圏以外への派遣について検討が必要 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

199 

介護学生とフィンランド

学生との交換留学を行い

ます。 

介護学生のフィンランドへの派遣、報告会の

開催、フィンランド学生の受入 

※計画事業 51から分離 

介護福祉学校 

事務局 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

新型コロナウイルス感染症及びロシア・ウクライ

ナ情勢の影響により全ての事業を中止しましたが、

令和 5年度再開に向けて、協議調整を行いました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策② 地域間交流の推進 

● 多様な分野での地域間交流の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

78 

姉妹都市（宮城県角田市）、

被災地などとの青少年交流

事業を行います。 

姉妹都市子ども交歓のつどい、姉妹都市青年

交歓のつどい、英語コミュニケーションスキ

ル研修（福島県川俣町との連携事業）の実施 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ２０４千円 

主
な
事
業
実
績 

姉妹都市である宮城県角田市との子ども交流事業

は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止し

ました。 

青年交流事業は、角田市の青年団員 6 名を受入れ

ました。 

被災地との交流事業「福島県川俣町と栗山町のイ

ングリッシュキャンプ」は、新型コロナウイルス感染

症の影響によりオンラインで実施しました。（川俣町

6 名、栗山町 11名） 

決算額 ２０４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 204千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_15 (50 千円) 

01_10_04_01 (154 千円) 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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（１）保  健  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 生活習慣病予防・重症化予防の推進 

● ｢がん｣ 及び生活習慣病予防対策による健康寿命の延伸 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

79 

がんの早期発見・早期治療

を進め、がん死亡率の減少

を目指します。 

啓発活動・健康教育・講座等の実施（一次予

防）、若年者等のがん検診受診勧奨強化・無料

クーポン検診の実施など（二次予防） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ７，５０１千円 

主
な
事
業
実
績 

がんの知識や予防について、町広報誌の記事掲載

や新聞折り込み記事、健康教育で普及啓発に取り組

みました。がん検診は、女性限定日や日曜日開催等、

受けやすい検診体制を継続し、2,344件（5つのがん

検診項目の総件数）の利用がありました。 

胃がん予防の目的で、中学 2年生（3年生の一部を

含む）を対象にピロリ菌検査を実施し、52 人が検査

を受けました。検査結果で陽性となった方には、精密

検査費の全額を助成しました。 

決算額 ６，７２１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 25千円 

道費 619千円 

町債 0千円 

その他 2,700千円 

一般 3,377千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (2,822 千円) 

02_05_02_01 (3,899 千円) 

 

 

 

 

     
◆特定健診・各種がん検診の受診率向上対策、健（検）診受診に対する町民意識の醸成が

必要となっています。 

＊特定健診受診率  近隣町 58.3％ ： 栗山町 23.7％ 

＊がん検診受診率  近隣町 38.5％ ： 栗山町 14.2％ 

◆健康づくり推進協議会等と連携し、地域全体の健康づくりの意識・環境を高める取り組

みが必要となっています。 

 

医療･保健･福祉  Ⅲ 
健幸に暮らせるふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

80 

脳血管疾患・循環器疾患・

糖尿病などの予防を推進し

ます。 

啓発活動・健康教育・講座等の実施（一次予

防）、特定健診と保健指導、若年者受診勧奨強

化、脳検診対象拡大など（二次予防） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １９，８２３千円 

主
な
事
業
実
績 

生活習慣病予防や脳血管疾患の早期発見を目的と

した各種健康診断を実施しました。 

【主な健診内容と受診者数】 

○国保被保険者対象の特定健診：689人 

○若年者を対象とした 29歳 34 歳無料健診：20人 

○75 歳以上を対象としたいきいき健診：181人 

○脳ドック：28人 

決算額 １９，０７９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 14,587千円 

町債 0千円 

その他 2,106千円 

一般 2,386千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (4,511 千円) 

02_05_01_01 (14,568 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

206 

高齢者の保健事業と介護

予防事業を一体的に進め

ます。 

国保データベースなどのデータを活用した

地域の健康課題等の分析・対象者把握・事業

評価、医療専門職による高齢者への個別支

援や通いの場等への積極的な関与 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，００６千円 

主
な
事
業
実
績 

保健師と管理栄養士による保健指導や家庭訪問、

健康状態不明高齢者の実態把握、高齢者が集う場で

の健康相談や健康教育を実施しました。 

また、日本老年学的評価研究機構（ＪＡＧＥＳ）

と、北海道後期高齢者医療広域連合より遂行支援を

受けました。 

決算額 ６，００５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 6,005千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

08_01_01_02 (6,005 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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施策② 生活習慣改善活動の推進 

● 生活習慣病予防につながる適切な生活習慣形成の推進 

● 口腔機能の維持と歯の喪失防止 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

81 

バランスのとれた食生活や

運動習慣の習得など、より良

い生活習慣への改善を推進

します。 

食生活改善の啓発・栄養・食に関する教育な

ど（食の健康推進）、運動習慣の習得や禁煙・

適正飲酒など生活習慣改善の推進 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２０１千円 

主
な
事
業
実
績 

地域や団体からの依頼に合わせて、生活習慣病、栄

養、運動や健康チェック（血圧や体組成測定）等の健

康教育を実施しました。 

「減塩で健康生活」「肥満について 」などをテーマ

に、啓発用パンフレットを作成し、日頃の生活習慣を

振り返られるよう支援しました。 

決算額 １５３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 70千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 83千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (153 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

82 

乳幼児「う歯」予防、成人･高齢

者の歯周病予防など、口腔の健

康づくりを推進します。 

子どもの｢う歯｣予防の推進（健診・フッ化物

洗口など）、成人・高齢者の歯の歯周病予防、

よい歯コンクール事業の実施 など 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，０５０千円 

主
な
事
業
実
績 

妊娠期から乳幼児期の歯科健診、4 歳児 5 歳児を対

象としたフッ化物洗口を実施しました。また、口腔ケ

アに対する意識の向上を図るため、「栗っ子よい歯の

表彰式」を行い、6人を表彰しました。 

40歳以上の節目年齢の方を対象に「成人・高齢者歯

科健診」を実施し、91人が受診しました。 

決算額 ２，００２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 226千円 

町債 0千円 

その他 1,115千円 

一般 661千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (2,002 千円) 

 

実 績 

実 績 
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施策③ 健康を守る地域環境づくり 

● 妊娠前から乳幼児・学童期までの親子の健康づくり 

● こころの健康を支える地域環境づくり 

● 町民が主体的にかつ連帯して取り組む健康づくり運動の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

83 

妊娠前から乳幼児期の健や

かな発達・発育を支援し、次

世代の健康を支えます。 

特定不妊治療助成、妊婦保健指導、妊産婦安

心出産支援事業（妊産婦タクシー・交通費助

成など）、家庭訪問等の育児支援、学童期の生

活習慣形成、任意予防接種費助成の実施 など 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １８，２２７千円 

主
な
事
業
実
績 

妊産婦や乳幼児等に対し、保健指導や各種健診、講

座などの母子保健施策と子育て支援施策を連携させ

て支援しました。 

妊産婦健康診査受診時の交通費の一部助成等をす

る親子の安心出産支援事業は、39 件の申請がありま

した。 

令和 4 年度より妊娠期から切れ目のない相談支援

体制の充実として「伴走型相談支援」、経済的支援と

して「出産・子育て応援給付金」を開始し、延べ 91

件の申請がありました。 

決算額 １４，２６１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 7,378千円 

道費 973千円 

町債 3,000千円 

その他 41千円 

一般 2,869千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (14,261 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

84 

ストレス要因の軽減や早期

発見・支援など、こころの健

康づくりを推進します。 

啓発活動（一次予防）、自殺対策・産後うつ対

策など（二次予防）、ハイリスク者等の専門個

別支援（三次予防） など 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ２０４千円 

主
な
事
業
実
績 

インターネットやスマートフォンで簡便に健康チ

ェックができる、メンタルヘルスシステム「こころの

体温計」の運用と、こころの健康相談に関する普及啓

発チラシを全戸配布しました。 

町民を対象に、悩みを抱えている方をサポートで

きる人材養成を目的とした研修会を 1 回開催しまし

た。 

決算額 ２０３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 100千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 103千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (203千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

85 

地域や団体の健康づくり活

動を支援し、健康を支え守

る環境を整備します。 

健康づくり推進協議会の活動支援、「健康寿

命延伸のまちづくり宣言」関連事業の実施 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ６１０千円 

主
な
事
業
実
績 

町民主体で健康づくり活動を行っている「健康づ

くり推進協議会」の活動支援として、「歩きたくなる、

歩いてしまうまち」を目指し、街なかにある「健康器

具」を活用したウォーキングイベントを協働で実施

しました。また、健康マイレージ事業では、努力した

健康行動にポイントを付与する努力型ポイント（チ

ャレンジポイント）の周知を行い、個人でも取り組め

る健康づくりの普及を行いました。 

決算額 ６１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 610千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_02 (610 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

86 

健康づくりに係る町の方針

を宣言し、町民・関係団体

と協働した健康寿命延伸を

目指します。 

※前期で終了（計画事業 85に統合） 
住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策④ 健幸のまちモデルの構築 

● 健康で生きがいある暮らしができるまちづくりモデルの構築 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

87 

健康で生きがいをもてる新

しい都市モデルの調査研究

を進めます。 

スマート・ウェルネス・シティ（健幸都市）

首長研究会、日本健幸都市連合への参加、庁

内プロジェクト検討チームの設置・調査研究

（先進事例等）、スマート・ウェルネス整備事

業（新町地区に健康器具を設置） 

住民保健課 

健康推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

スマート・ウェルネス・シティ首長研究会に参加す

ることはできませんでしたが、事務局からの定期的

な情報提供により、先進事例を学びました。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 



- 84 - 

 

（２）地域医療  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 医療水準の維持・確保 

● 町民の安心な暮らしを守る医療供給体制の確保 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

88 
地域に必要な医療水準の維

持に努めます。 

赤十字病院の医師確保を助成（循環器科・泌尿

器科・耳鼻科・皮膚科等）、医療関係者などに

よる地域医療対策委員会の開催、地域医療環境

整備基本構想・計画の策定 など 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 １６５，８３０千円 

主
な
事
業
実
績 

町内にない診療科（循環器科・泌尿器科・耳鼻科・

皮膚科・精神科・透析）の確保や、町内にあるが一部

確保が必要な診療（整形外科）体制を構築するため、

栗山赤十字病院に対し助成しました。 

また、令和 7年 9月の新病院開院に向け、栗山赤十

字病院の改築に対し支援しました。 

なお、地域医療対策の推進を図ることを目的とした

「栗山町地域医療対策委員会」は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により中止しました 

決算額 １６５，５２６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 125,400千円 

その他 22,000千円 

一般 18,126千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (40,126 千円) 

01_04_01_05 (125,400 千円) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
◆高齢化の進展により病床数には限度があるため、入院中心の医療から、在宅療養をはじ

めとする医療と介護が連携したサービス体制の構築が必要となっています。 

＊医療と介護の相互理解・連携の推進が必要 

◆深刻な医師不足により日赤病院の医師確保が困難な状況にあります。また、施設の老朽 

化（築 33 年）が進んでいる状況もあり、地域の医療水準のあり方と医師確保の問題の 

具体的な検討が必要となっています。 

＊日赤病院の中核医療機関としての役割、病院施設のあり方について検討が必要 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 在宅医療提供体制の推進 

● 医療と介護の一体的な提供などによる在宅療養生活の支援 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

89 
在宅療養生活を支える医療

供給体制等を推進します。 

訪問看護事業の推進、地域医療対策委員会に

よる推進策の検討、医療機関等の在宅医療参

入への支援制度の検討、町民による在宅医療

サービス等の利用促進制度の検討 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ７００千円 

主
な
事
業
実
績 

一般社団法人北海道総合在宅ケア事業団の会員と

なることで、長沼地域訪問看護ステーションによる

訪問看護事業の利用が可能となり、327人、1,792 回

の利用実績がありました。 

決算額 ７００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 700千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (700 千円) 

 
 

施策③ 救急医療体制の維持・確保 

● 町民の安心な暮らしを守る救急医療体制の維持・確保 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

90 

初期救急医療の確保に努め

るとともに、二次救急病院

への支援をします。 

赤十字病院による夜間・休日救急医療への助

成、適切な救急医療受診に関する町民啓発、

看護師等による 24 時間電話救急医療相談窓

口（札幌市事業）の利用 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ６３，６６３千円 

主
な
事
業
実
績 

初期及び二次救急医療に対応可能な体制を確保す

るため、栗山赤十字病院に対し助成しました。 

また、町内において、救急車を呼ぶかどうか迷った

際に年中無休 24 時間、看護師に電話による救急医療

相談ができるサービス「救急安心センターさっぽろ」

に参加しました。 

○相談件数：46件 

決算額 ６３，６６３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 22,000千円 

一般 41,663千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_04_01_03 (63,663 千円) 

実 績 

実 績 
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（３）児童福祉  
 

 

 

 

 
 

施策① 子育て家庭への支援 

● 妊娠・出産・育児の切れ目のない子育て支援の充実 

● 子育て家庭の経済的な負担軽減 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

91 
妊娠・出産・子育てに関す

る、相談機能を充実します。 

ファイナンシャルプランナーを活用した生

活支援（出前講座、個別相談会） など 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ６１千円 

主
な
事
業
実
績 

ファイナンシャルプランナーによる町民講座を行

いました。 

また、町広報誌によるコラム「お金のおはなしＱ＆

Ａ」を掲載しました。 

【実績内容】 

○町民講座：1回 19人 

○広報掲載：4回 

決算額 ６１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 61千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (61 千円) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

◆就労形態、急な用事など、家庭の状況に応じたきめ細かい子育て支援が求められています。 

◆少子化、核家族化が進む中、子育ては地域社会全体で支える必要があります。 

◆幼児期の子育て支援を充実するために、施設等の環境整備が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

92 
子ども医療費を助成しま

す。 

高校３年生までの医療費を助成（町外医療機

関での受診は入院のみ、ただし未就学児は町

外通院も助成対象） 

住民保健課 

国保Ｇ 

 

 

最終予算額 ２４，３４９千円 

主
な
事
業
実
績 

高校 3 年生までの子どもへ医療費を助成しました

（平成 27年 4月から、対象年齢を高校 3年生までに     

拡大）。 

○対象者数：1,159人（令和 3 年度 1,226人） 
決算額 １８，９９９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 3,217千円 

町債 10,500千円 

その他 100千円 

一般 5,182千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (18,999 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

93 

子育て家庭の支援や、子育

てしやすい環境の充実を図

ります。 

「子ども健やか育み宣言」に基づく各種支援

事業の実施（子育てサロン・相談事業、子育

てサポート事業など）、子育て応援券支給事

業、育児応援企業への奨励金制度の創設、子

育て支援センターの運営・長寿命化を図るた

めの個別施設計画の策定・計画に基づく整備 

など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １１，６８９千円 

主
な
事
業
実
績 

下記の事業を実施しました。 

【主な事業実績】 

○子育てサロン：登録者数 154 人 年間利用者数

3,885 人 

○移動子育てサロン（角田地区・継立地区）： 

14回 18組 39人 

○赤ちゃん祝品贈呈：38人 

○子育て応援券支給：43人 

○ファミリー・サポート・センター利用： 

159人会員登録 延べ 83回 

決算額 １０，７３８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 1,545千円 

道費 1,545千円 

町債 2,200千円 

その他 0千円 

一般 5,448千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (5,127 千円) 

01_03_02_04 (5,611 千円) 

 
 
 

実 績 

実 績 
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施策② 子どもの健全育成の推進 

● 子どもの健全な遊びや活動の場づくり 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

94 

児童の健全な遊び・活動の

場と、放課後の居場所づく

りを進めます。 

栗山町児童センターの運営、栗山・角田・継

立地区の放課後児童クラブの運営 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ３１，０４８千円 

主
な
事
業
実
績 

児童センターでは、一般児童の利用、放課後（にじ

のこ）児童クラブの運営等を実施しました。 

各地域における放課後児童クラブを運営しまし

た。 

【実績内容】 

○児童センター利用者数：延べ 1,772人 

○放課後児童クラブ利用者数：延べ 22,018 人 

 ・にじのこ児童クラブ（栗山） 16,398 人 

 ・どんぐり児童クラブ（角田） 1,955人 

 ・かぜのこ児童クラブ（継立） 2,470人 

 ・マロンキッズ児童クラブ（栗山） 1,195人 

なお、各放課後児童クラブでは、急な預かりを必要

とする家庭を支援するための一時預かり事業を実施

し、全体で延べ 849人の実績がありました。 

決算額 ２９，７３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 6,684千円 

道費 5,912千円 

町債 0千円 

その他 9,287千円 

一般 7,853千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_03 (29,736 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策③ 保育・教育の質の向上 

● 関係機関と連携した安心安全な保育・教育環境の充実 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

95 

民間保育園などと連携を図

り、保育・教育の質を高めま

す。 

一時保育・延長保育、新制度による利用者負

担額を勘案した保育料の軽減、病児・病後児

保育事業の調査検討 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １７，２７２千円 

主
な
事
業
実
績 

保育園等運営法人と連携し、一時保育（912 件）、

幼稚園型預かり保育（1,087 件）、延長保育（759件）

を実施しました。 決算額 １７，２７１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 4,542千円 

道費 4,542千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 8,187千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_02 (17,271 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

194 
認定こども園の施設整備

を支援します。 
※前期で終了（事業完了） 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策④ 要保護児童対策の推進 

● 子育て・養育困難家庭への支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

96 

要保護児童対策の強化を目

指し、効果的な組織体制づ

くりを進めます。 

児童虐待ネットワーク構築、おや？おや？安

心サポートシステムの構築により子育て困難

家庭などを支援 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ４０千円 

主
な
事
業
実
績 

行政機関及び関係団体による代表者会議及び担当

者によるケース会議を実施し、児童虐待に対応しまし

た。 

また、おや？おや？安心サポートシステム研修会

「養育支援家庭との関係性の構築について」を開催

し、町内の保育士や保健師、福祉関係者が参加しまし

た。 

【実績内容】 

○要保護児童対策地域協議会 代表者会議： 

出席 30名 

○要保護児童対策地域協議会 ケース検討会議： 

15回 

○おや？おや？安心サポートシステム研修会： 

出席 29名 

○おや？おや？安心サポートシステムケース検討： 

4 回 

決算額 ４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 40千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (40 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策⑤ 子ども発達支援の充実 

● 心身の障害等がある子どもの早期発見と適切な支援 

● 心身の障害児・者の健康保持・育成助長と家庭生活の安定・向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

97 

心身に障がいや発達の遅れ

のある子どもを支援しま

す。 

特定相談支援・障がい児相談支援の実施、個

別指導・小集団指導による子ども発達支援、

理学療法士による運動指導の実施 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １，６０２千円 

主
な
事
業
実
績 

児童発達支援、放課後等デイサービス及び保育所

等訪問支援の利用延べ人数は 1,708人となりました。 

その他、理学療法士による運動指導は延べ 82人、

一般開放事業は延べ 163人、発達相談は 20件の実績

がありました。 

決算額 １，０６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,060千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_05 (1,060 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

98 

心身障がい児の療育サービ

ス利用に係る費用負担の軽

減を図ります。 

児童発達支援および道立子ども総合医療・療

育センター利用に係る費用の一部を助成 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １，３００千円 

主
な
事
業
実
績 

40世帯 41人の児童の療育サービス（障がい児通所

サービス利用料・交通費、北海道立子ども医療・療育

センター等への通院費）費用を助成しました。 決算額 １，１６７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,167千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_01 (1,167 千円) 

実 績 

実 績 
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施策⑥ 施設・環境整備の推進 

● 安全で利用しやすい施設環境の整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

99 

栗山町子育て支援センター

を移設整備し、機能を充実

します。 

※前期で終了（計画事業 93に統合） 
福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
５９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

100 

栗山町児童センターの計画

的な改修・設備更新を行い

ます。 

施設老朽箇所の改修（照明器具 LED 化）、屋

上防水改修、長寿命化を図るための個別施設

計画の策定・計画に基づく整備 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 １６９千円 

主
な
事
業
実
績 

ボイラーの配管の一部を修繕しました。 

また、老朽化した消火器収納箱を取り替えました。 

決算額 １６８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 168千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_02_03 (168 千円) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（４）高齢者福祉  
 

 

 

 

 

 

施策① 介護予防の推進 

● 高齢者の生活機能維持・向上と改善 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

101 

高齢者が要介護状態にな

らないよう、介護予防事業

を推進します。 

一般介護予防事業（介護予防普及啓発・地

域介護予防活動支援・地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業）、認知症高齢者見守り

事業、認知症総合支援事業の実施 

福祉課 

高齢者･介護・

医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ８，８８３千円 

主
な
事
業
実
績 

一般介護予防事業は新型コロナウイルス感染症の

影響により下記のとおり内容を変更し実施しまし

た。 

また、住民主体の介護予防活動の育成、支援を行

う事業（「いきいき百歳体操」のサポーター養成講座

等）は、新型コロナウイルス感染症の影響により中

止し、「いきいき百歳体操」を一部の地域を除き実施

しました。 

【一般介護予防事業の実績】 

○小集団運動教室（運動の相談日を含む）： 

3 会場・48回 

○生きがいづくり教室（運動の相談日を含む）： 

48回 

○プール運動教室：39回 

○あたまイキイキ教室（運動の相談日を含む）： 

48回 

○もの忘れ相談日：4回 

○健康介護予防講話：29回 

【認知症総合支援事業】 

○認知症初期集中支援チーム員会議：11回 

○認知症カフェ（オレンジカフェ）：12回 

決算額 ８，５３３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 2,096千円 

道費 1,029千円 

町債 0千円 

その他 4,379千円 

一般 1,029千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_02 (36 千円) 

07_03_02_01 (7,944 千円) 

07_03_03_05 (31 千円) 

07_03_03_08 (522 千円) 

 

 

     
◆介護予防事業の参加者を一層拡大するため、介護予防の重要性を広く周知し、若い世代

も含めた意識啓発が必要となっています。 

◆行政、事業所及び関係機関の連携による高齢者支援のサービス展開が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 地域に密着した高齢者福祉事業の充実 

● 医療・介護の関係機関等と連携した地域包括ケアシステムの構築 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

102 

生活支援を中心とした地域

包括ケアの充実を図りま

す。 

総合事業の実施、医療と介護の連携を含めた

地域包括ケアシステムの構築、高齢者の地

域・在宅生活支援の充実 など 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ５７，７７２千円 

主
な
事
業
実
績 

主に下記の事業を実施しました。 

【主な実績】 

○介護保険適用外サービス 

・在宅福祉生活支援事業（除排雪費用助成）： 

199人 

・高齢者介護福祉金：10人 

・無年金者生活支援給付金：2 人 

○介護保険適用サービス 

・配食サービス：539人 

○地域包括ケアシステムの構築 

・医療介護マップの作成 

・認知症サポーター養成講座：1回 

・認知症サポーターステップアップ講座：1回 

・生活支援体制整備事業協議会：2回 

・地域ケア会議：2回 

決算額 ５２，５９１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 12,524千円 

道費 6,261千円 

町債 0千円 

その他 25,571千円 

一般 8,235千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_02 (1,974 千円) 

07_03_01_01 (42,166 千円) 

07_03_03_05 (3,997 千円) 

07_03_03_06 (182 千円) 

07_03_03_07 (4,173 千円) 

07_03_03_09 (99 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

103 

南部地域における高齢者対

策拠点の整備を検討しま

す。 

※前期で終了（計画事業 155に統合） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

104 

介護福祉学校と町内介護

支援事業所との連携を図

ります。 

町内介護支援事業所等と介護福祉学校の連

携協議の継続、学生ボランティア、アルバイ

トの協力、介護人材養成研修（町内独自研修

等）の実施 

福祉課 

高齢者･介護・

医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ６００千円 

主
な
事
業
実
績 

町民及び町内介護事業所に勤務している方を対象

に、北海道介護福祉学校で介護職員初任者研修を実

施しました。 

なお、受講料を免除しテキスト代金のみ負担いた

だくことにより、受講しやすい環境を整えました。 

【主な事績】 

〇受講者：9名 

 

決算額 ６００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 600千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_02 (600 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（５）地域福祉  
 

 

 

 

 

 
 

施策① 社会参加と地域支え合い活動の推進 

● 高齢者の知識・技能等を活かした社会参加の環境づくり 

● 地域社会における高齢者等の見守り・支え合いの推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

105 
高齢者の社会参加と活動の

場づくりを推進します。 

高齢者等居場所づくり事業の推進、熟年人材

センター（ボランティアセンター）など高齢

者の社会参加の推進、シルバー人材センター

（高齢者事業団）の設立推進 

（栗山町社会福祉協議会との連携事業） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ４，３３７千円 

主
な
事
業
実
績 

南部遊歩道の駅（年間 1,044 人利用）・角田地区角

田改善センター（年間 954 人利用）で介護予防・健

康増進事業、高齢者・障がい者との交流事業を実施

しました。 

なお、栗山地区のふじ団地については、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により中止しました。 

決算額 ２，９３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 2,000千円 

その他 0千円 

一般 936千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_07 (2,936 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆家族・地域・関係機関等が連携して、災害時支援も想定した地域の支え合いの体制づく

りが必要となっています。 

◆元気な高齢者の生きがいづくり・活動の場の充実が必要となっています。 

◆老々介護と言われる時代になり、家族介護を支える介護者支援が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

106 
地域の見守り・支え合い活

動の充実を図ります。 

生活支援体制の構築・推進、ケアラー支援推

進協議会（条例の制定など）、命のバトン・

ケアラーサポーターなど要援護者支援、ボラ

ンティアの育成、地域見守り事業の充実 な

ど（栗山町社会福祉協議会との連携事業） 

福祉課 

高齢者・介護 

・医療Ｇ 

 

 

最終予算額 ９，０４０千円 

主
な
事
業
実
績 

社会福祉協議会の事業を支援しました。 

【主な実績】 

○命のバトン配布事業 

・配布数 596本 

○まちなかカフェ事業（サンタの笑顔） 

・来場者数：3,921 人 

○ケアラーサポート事業 

・スマイルサポーター相談件数：延べ 46人 

決算額 ９，０４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 8,000千円 

その他 0千円 

一般 1,040千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_01 (9,040 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（６）障がい者福祉  
 

 

 

 

 

 

施策① 社会参加・自立支援 

● 障がい者の生活エリアの拡大と経済的負担の軽減 

● 社会参加の推進と自立支援団体の活動支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

107 
障がい者の自立した地域生

活を支援します。 

ハイヤー利用助成、特定疾患通院費等助成、

日中一時支援など、障がい者等の日常生活・

活動をサポート 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ２，２２６千円 

主
な
事
業
実
績 

各種助成・支援事業を実施しました。 

【実施内容】 

○福祉ハイヤー利用料金助成：31人 

 （歩行困難者等へのハイヤー券発行） 

○特定疾患患者等通院費等助成：37人 

 （対象者の通院に係る交通費等を支援） 

○日中一時支援：1人 

 （保護者等による介助困難時等の一時預かり） 

○障がい者就労支援通所交通費助成：7人 

 （精神障がい者の通所に係る交通費を支援） 

○その他、緊急通報システム事業（1人）など 

決算額 １，５５２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 73千円 

道費 279千円 

町債 0千円 

その他 6千円 

一般 1,194千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_04 (1,552 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
◆対象者のニーズを把握したサービスの展開と周知・ＰＲの徹底が必要となっています。 

◆障がい者の就労意向と受入可能な事業所を確保し、社会参加の拡大に向けた取り組みが

必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

108 

障がい者の社会参画と自立

支援に取り組む団体・事業

者などを支援します。 

地域自立支援協議会など障がい者団体の活動

を支援、ふるさと福祉基金事業による障がい

者団体等の活動支援 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ５，１４２千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町障がい者自立支援連絡協議会が、障がいのあ

る方の社会参加と相互交流の機会づくりとして開催

を予定していた「ふれあいレクリエーション」は、新

型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。 

精神障がい者家族会のよつば会への事業委託によ

り、地域住民参加型研修会「こころの悩み研修会」を

開催しました。障がい当事者及びその家族、一般町民

など約 70 人が参加し、精神障がいに対する理解・関

心を深め、意識啓発の機会を設けました。 

栗山町ふるさと福祉基金を財源として、「ＮＰＯ法

人栗山町手をつなぐ育成会」他 2事業所に障がい者支

援に係る事業費を助成しました。 

決算額 ４，９１７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 4,835千円 

一般 82千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_03_01_04 (4,917 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

200 

障がい者への専門的な相談

支援体制の充実を図りま

す。 

広域基幹相談支援センター（広域拠点）の設

置による相談支援機能の強化、福祉サービス・

相談支援従事者向け研修 など 

福祉課 

福祉･子育てＧ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

障がいに関する総合的・専門的な相談支援体制の整

備について、調査・検討しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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（１）農林業  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 担い手の育成 

● 地域の中心的な役割を果たす農業後継者の育成 

● 意欲ある新規就農者の受け入れ支援 

● 農業経営改善などに係る農業者の経済的負担の軽減 

● 地域営農システムの構築 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

109 
農業後継者の育成を図りま

す。 

栗山町農業教育振興会（農業研修）への助成、

栗山町農業振興公社による後継者育成事業

（青年農業賞、未来塾・女性塾等）など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，９０９千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町農業教育振興会による農業青年を対象とし

た道外研修に、5人の農業青年を派遣しました。 

青年農業賞の表彰及びくりやま農業未来塾（6人）・

くりやま農業女性塾（15人）の運営主体である一般

財団法人栗山町農業振興公社への支援（事業負担金

の支出）、栗山 4Ｈクラブ活動への支援は一部事業内

容を見直し実施しました。 

決算額 ２，８６０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,350千円 

一般 510千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_05 (2,860 千円) 

 

 

     
◆地域農業の担い手育成および新規参入者の受入体制の充実が必要となっています。 

◆資源循環型農業の推進、付加価値ある商品開発、グリーン・ツーリズム活動の推進など

が必要となっています。 

◆担い手への農地集積の促進が必要となっています。 

◆生産性の高い農地整備のため、引き続き道営事業などによる農業生産基盤整備が必要と

なっています。 

◆森林の持つ公益的機能を維持・増進するため、計画的な森林整備が必要となっています。 

産  業  Ⅳ 
賑わいと活力あるふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

110 
新規就農者の受け入れを進

めます。 

経営開始直後の青年農業者に対する助成、栗

山町農業振興公社による新規就農支援事業

（相談・研修・助成事業等）、地域おこし協力

隊事業 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ２９，６０１千円 

主
な
事
業
実
績 

新規就農者受け入れの事業主体である一般財団法

人栗山町農業振興公社への支援により、1 組の夫婦

が独立就農、2 組 3 名が雇用就農により新規就農し

ました。 

また、経営を開始した新規就農者に対しても、経

営開始直後の資金及び農業機械購入への支援や関係

機関と連携し、巡回指導を行い、営農面、生活面でも

サポートしました。 

決算額 ２９，６０１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 19,505千円 

町債 0千円 

その他 8,000千円 

一般 2,096千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_05 (29,601 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

111 

営農活動の安定化支援と、

集落営農組織の育成を図り

ます。 

農業振興資金貸付け・利子助成、認定農業者

の支援、栗山町農業振興公社による地域営農

支援 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，３１３千円 

主
な
事
業
実
績 

農業経営基盤強化資金等の融資を受けた農業者に

対し、利子助成などを行い集落営農組織を育成しま

した。 

【主な実績】 

○認定農業者制度の取り組み：280人 

○農業経営基盤強化資金利子助成：18件 

○栗山町農業振興公社運営支援（営農活動支援）： 

 2,000千円 

決算額 ２，３０３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 151千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,152千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (2,303 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 



- 102 - 

 

施策② 生産性の高い農業・農地整備の推進 

● 生産性向上や経営改善に向けた取り組みへの支援 

● 農地の遊休化防止と担い手への円滑な流動化の推進 

● 土地改良事業等による農業基盤の整備 

● 農村地域の環境保全と多面的機能の発揮 

● エゾシカ等による農産物の食害防止 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

112 

栗山の特性を生かした良質

な農産物の生産を推進しま

す。 

安全安心・良質な農産物生産活動を支援、農

村環境保全に効果の高い営農活動を支援、農

業用機械・施設整備の支援、ＩＣＴ技術導入

の推進・利活用検証等 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １３３，０４１千円 

主
な
事
業
実
績 

化学肥料・農薬の低減、地球温暖化防止効果の高

い営農活動に対し支援しました。 

また、農業の担い手に対し、省力化及び生産力向

上に繋がる農業機械等の導入を支援しました。 

【主な実績】 

○環境保全型農業直接支援事業： 

14経営体・76.96ha 

○農地利用効率化等支援事業：3経営体 

○担い手確保・経営強化支援事業：5経営体 

○持続的畑作生産体系確立緊急対策事業：2組織 

○ＩＣＴ支援：13経営体 

決算額 １３３，０４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 126,882千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 6,158千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (133,040 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

113 

農地の円滑な流動化の推進

と、優良農地の確保を図り

ます。 

栗山町農業振興公社による農地流動化の推

進、農地利用集積の円滑化、規模拡大支援、

農地の中間保有 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １，８０１千円 

主
な
事
業
実
績 

一般財団法人栗山町農業振興公社による農地利用

意向調査事業等の農地流動化事業及び全国統一の農

地情報システムの運用を支援しました。 
決算額 １，８０１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,801千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (1,801 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

114 

国営事業などによる計画的

な基盤整備と、施設の維持

管理を行います。 

国営道央かんがい排水事業償還負担、国営造

成施設（農業用施設）の適切な維持管理 な

ど 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２７，９４４千円 

主
な
事
業
実
績 

○水利施設管理強化事業 

栗山地区、由仁地区、北海地区において、適正な 

土地改良施設の維持管理を実施しました。 

○農業水路等長寿命化・防災減災事業 

南角田地区において、排水路の長寿命化対策に 

係る調査設計を実施しました。 

決算額 ２７，９４４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 20,464千円 

町債 2,200千円 

その他 0千円 

一般 5,280千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_04 (27,944 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

115 

道営事業による計画的な基

盤整備と、施設の維持管理

を行います。 

道営農業農村整備事業（南角田、継立、円山、

富士、御園地区） など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ３５，１６６千円 

主
な
事
業
実
績 

継立北部地区他 2 地区において、道営土地改良事

業により農業用排水施設、区画整理及び暗渠排水を

整備しました。 

また、継立ため池 1 地区で、防災減災工事を実施

しました。 

【主な整備内容】 

○区画整理：15.8ha ○用水路：1,178m 

○排水路：1,481m   ○農道：1,763m 

※予算残の内 375千円は、令和 5年度予算へ 

 繰り越しました。 

決算額 ３２，５７２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 4,810千円 

町債 23,673千円 

その他 3,780千円 

一般 309千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_04 (32,572 千円) 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

116 

自然環境保全・景観形成な

ど、農業･農村の持つ多面的

な機能を守り育てます。 

地域住民が取り組む農地の維持・保全、植栽

による景観形成、水路・農道・ため池などの

補修・長寿命化などの活動を支援 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １６５，６９７千円 

主
な
事
業
実
績 

町内の多面的機能支払事業協定農用地延べ

5,189ha において、農地・農道・水路等の保全や施設

の長寿命化などに関する活動など、農村の有する多

面的機能の維持・発揮を図るための共同活動を支援

しました。 

決算額 １６５，６９７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 124,471千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 41,226千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (165,697 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

117 

中山間地域等における農業

生産・多面的な機能確保を

支援します。 

中山間地域等直接支払事業（対象農地への交

付金） など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １２２，９０１千円 

主
な
事
業
実
績 

中山間地域等直接支払事業の第 5期対策 3年目（令

和 2～6年度）で、324件の農業者が活動に参加し、

協定農用地は 1,416haとなりました。 

各集落が取り組む水路や農道の維持補修などによ

る農地の多面的機能の確保や、共同利用機械の購入、

鳥獣害対策、農業後継者育成対策等の活動に対し支

援しました。 

決算額 １２２，９０１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 92,233千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 30,668千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (122,901 千円) 

 
 
 
 
 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

118 
有害鳥獣駆除対策を推進し

ます。 

有害鳥獣（エゾシカ、アライグマ、キツネ、

カラスなど）の駆除、エゾシカ侵入防護柵の

維持管理、エゾシカ食肉加工の推進 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ６，３７４千円 

主
な
事
業
実
績 

農業等への被害防止のため有害鳥獣（エゾシカ、

アライグマ、キツネ、カラスなど）の駆除を実施しま

した。 

また、エゾシカ食肉加工処理場の将来的な活用方

法等を関係機関と協議しました。 

【有害鳥獣駆除実績】 

○エゾシカ：219 頭 ○アライグマ：466頭 

○キツネ：109頭  ○カラス：83羽 

○キジバト：23羽   ○タヌキ：70頭 

○ウサギ：14頭 

決算額 ５，５７２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 251千円 

町債 0千円 

その他 1,500千円 

一般 3,821千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_02 (5,572 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

191 

種馬鈴しょを安定的に生

産・供給するための施設整

備を支援します。 

※前期で終了（事業完了） 
産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策③ 農業・農村ブランドの推進 

● 農産物加工や新商品開発、販路拡大に向けた取り組みへの支援 

● グリーン・ツーリズムの推進 

● 地力増進・景観向上に効果のある緑肥栽培への支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

119 
６次産業化の取り組みを

支援します。 

農業者等が行う農産物加工、直売、農村レス

トランなどの新たな取り組みを支援、観光農

業の調査研究 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １９８千円 

主
な
事
業
実
績 

農産物を活用した加工品の研究開発、新たなビジ

ネスの展開、販路拡大の取組みなど、農業の 6 次産

業化を支援するための周知・案内を実施し、1件の農

業者に対し助成しました。 

決算額 １９８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 198千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (198 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

205 

大豆を安定的に生産・供給

するための施設整備を支援

します。 

※令和元年で終了（事業完了） 
産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、令和元年度に完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

120 
農山村の魅力を活かした都

市農村交流を推進します。 

農業・農村体験受入、直売事業などを行う栗

山町グリーン・ツーリズム推進協議会の活動

支援、景観緑肥の作付を支援 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 １９８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町グリーン・ツーリズム推進協議会が実施す

る農村・農業体験受入事業への取り組みを支援しま

したが、新型コロナウイルス感染症の影響により道

外からの修学旅行生の受入れは中止しました。近隣

の学校生徒の受入れのみとなりましたが、延べ 51人

を受け入れました。 

決算額 １９８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 198千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_06_01_03 (198 千円) 

 
 

施策④ 森林の保全・整備 

● 森林が持つ多面的機能を発揮するための計画的な整備・管理 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

121 
造林事業などにより適正な

森林管理を推進します。 

町有林の保育管理（造林・下刈・間伐など）、

民有林の整備支援、林道の整備・充実 など 

産業振興課 

農林業振興Ｇ 

 

 

最終予算額 ３４，３９８千円 

主
な
事
業
実
績 

町有林の保育管理（人工造林 2.40ha、下刈

18.74ha）を実施しました。 

民有林の再造林に豊かな森づくり推進事業（人工

造林 18.40ha）として支援しました。 

また、森林環境譲与税を活用し、民有林の保育管

理に対し支援しました。 

【主な実績】 

○保育間伐（6件 8.68ha） 

○下刈り（65件 102.24ha） 

決算額 ３１，９５４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 8,703千円 

町債 0千円 

その他 6,540千円 

一般 16,711千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_05 (11,312 千円) 

01_06_02_01 (5,016 千円) 

01_06_02_02 (15,626 千円) 

 

実 績 

実 績 
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（２）商工業  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 商工業の振興 

● 商店街が主体的に取り組む集客向上等の取り組み支援 

● 商店街空き店舗活用の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

122 
賑わいにあふれ魅力ある商

店街づくりを推進します。 

まちの駅栗夢プラザの運営支援、活性化イベ

ント支援、空き地・空き店舗活用支援（開業

支援）、くりやまギフトカードの利用促進、後

継者・リーダーの育成、商店街実態調査の実

施、商店街活性化計画（仮称）の策定 など 

ブランド推進課 

観光・賑わい推進Ｇ  

 

 

最終予算額 １６，２９７千円 

主
な
事
業
実
績 

商店街活性化アクションプランに基づき、商店街と

連携した子育て応援事業やまちの駅栗夢プラザの運

営など、商店街振興に繋がる取り組みを支援しまし

た。 

また、まちなかレストラン創出事業や空き店舗活用

支援事業など、まちの賑わい創出に繋がる取り組みを

実施しました。 

【主な実績】 

○子育て応援事業 

○商店街振興対策事業 

 ・まちの駅栗夢プラザ運営助成 他 6事業 

○まちなかレストラン創出事業：シェフ登録 23件 

○空き地空き店舗活用支援事業：5件 

決算額 １５，７６９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 2,100千円 

町債 4,500千円 

その他 0千円 

一般 9,169千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (15,769 千円) 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆進出希望企業の情報把握や積極的な情報発信など、関係機関とも連携した誘致活動が 

必要となっています。 

◆高齢化や担い手不足など、商店街の空き店舗対策が必要となっています。 

◆町内の消費者ニーズに対応した商店街の環境づくりが必要となっています。 

 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 企業誘致・新産業創出の推進 

● 工業団地等への企業誘致による雇用創出と地域経済活性化 

● 町内商工業者の経営安定・改善に向けた支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

123 
積極的な企業誘致活動を行

います。 

栗山町企業等誘致推進協議会による誘致活動

の支援（トップセールスによる誘致活動、PR

ビデオ作製、ビジネスセミナー開催）、新規進

出企業に対する用地購入費・雇用・水道料な

どの優遇措置 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ２９，６３４千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町企業等誘致推進協議会に対する誘致活動支

援や事業者に対する水道料金の助成のほか、企業誘致

のさらなる推進のため工業団地内の地下水の状況を

調査しました。 

【誘致活動の主な実績】 

○企業面談：31件 

○企業訪問：12件 

【企業立地促進条例による助成】 

○水道料金に対する助成：1件 

決算額 ２９，０７７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 842千円 

一般 28,235千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (29,077 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

124 
町内商工業者の経営安定・

改善などを支援します。 

店舗等の新設・増設などの支援、一定基準を

満たす商工業者への融資制度（中小企業振興

資金）の運用、経営指導員による相談 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １２３，１５８千円 

主
な
事
業
実
績 

新築、増改築店舗に係る固定資産税の一部助成を行

う栗山町商工業振興奨励金や、設備投資や事業運営に

対して貸付する栗山町中小企業振興資金及び利子補

給を実施しました。また、経営指導員が金融相談・税

務相談・労務相談など、企業経営について相談に応じ

られるよう栗山商工会議所に対し相談所開設費用を

補助しました。 

【主な助成実績】 

○栗山町商工業振興奨励金：23件 

○栗山町中小企業振興資金利子補給：165件 

○栗山町中小企業振興資金保証料補給：38件 

決算額 １２３，１５０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 9,000千円 

その他 100,000千円 

一般 14,150千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_01 (123,150 千円) 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

193 
ものづくりＤＩＹ工房の導

入・活用を推進します。 

ＤＩＹ工房の導入・運用、ものづくりに関す

る人材育成（地域産業の担い手）等の事業委

託 など 

ブランド推進課 

観光・賑わい推進Ｇ  

 

 

最終予算額 ３０，５０５千円 

主
な
事
業
実
績 

令和 4年 12月まで「ファブラボ栗山 β（ベータ・

試行版）」として、あさひ工房において、本格運営に

向けて各種サービス（見学会、オープンラボ、安全操

作講習、工作設備貸出など）の試行を行ったほか、ワ

ークショップや広報周知により PR 活動にも注力しま

した。令和 5年 1月からは栗山駅南交流拠点施設内に

移転し、「ファブラボ栗山」として本格運営を開始し

ました。また、将来的な担い手の育成、人材育成モデ

ルづくりの実践・検証、運営体制強化として 4人の地

域おこし協力隊を育成しました。うち、2人が起業し

任期終了後も継続して「ファブラボ栗山」の運営に携

わっています。 

【参加実績】 

○利用登録者数：89人（ファブラボ栗山βからの 

移行を含む） 

○各種サービス利用・ワークショップ参加： 

延べ 341人 

○担い手の育成：地域おこし協力隊 4人 

決算額 ２８，６１５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 10,664千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 10,000千円 

一般 7,951千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_03 (28,615 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

201 
新規創業者の起業を支援し

ます。 

新規起業・創業を促進するための新たな支援

制度の構築・運用 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

新規創業者が起業しやすい支援制度の構築に向け

内部で検討を進めましたが、関係機関との具体的な内

容協議までには至りませんでした。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

202 

学生の就業体験を受け入れ

る町内企業への支援制度を

創設します。 

地元就職を目的に就業体験を受け入れる町内

企業および宿泊費や交通費に対する支援制度

の構築・運用 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

企業が栗山高等学校の学生を対象に自社の魅力を

積極的に発信し、地元企業や産業・職場への理解を深

めてもらうことを目的とした就職前職業ガイダンス

を開催しました。 

【主な実績】 

○参加企業：14社 

○参加生徒数：1年生 23人  2年生 36人 

3 年生 14人  計 73人 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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（３）観光・交流産業  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 観光・特産品ＰＲの推進 

● 関係機関との連携による新たな観光推進体制の構築と振興計画の策定 

●「栗」を活用した地域ブランドの開発 

● 東アジアを中心とした海外への特産品の海外販路開拓及び観光客受入の推進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

125 

新たな推進体制を構築する

など、観光事業の充実を図

ります。 

関係機関などとの連携による観光推進組織

の設置、観光振興計画の策定と事業展開、外

国語版公式ガイドブック・ホームページによ

る情報発信、海外観光客受入交流事業、観光

農業の調査研究 など 

ブランド推進課 

観光・賑わい推進Ｇ  

 

 

最終予算額 ２３，０７５千円 

主
な
事
業
実
績 

観光事業の在り方や目的の再考のほか、関連事業

である栗山駅南交流拠点施設におけるサービス内容

の決定など、内部検討に時間を要したことから新た

な観光推進体制の構築と観光振興計画策定が遅延

し、次年度上期での完了を目指すことで見直しまし

た。 

夏まつり及び秋まつりは、新型コロナウイルス感

染症対策を講じたうえで実施され、その支援や運営

を行いました。 

【参加実績】 

○くりやま夏まつり来場者数：8,000人 

（7月 23～24日） 

○栗山秋まつり来場者数：74,000 人 

（9月 24～26日） 

○栗山駅南交流拠点施設来館者数：4,378人 

（1月 21日～3月 31日）  

決算額 ２１，３７６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 21,376千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_02 (7,703 千円) 

01_07_01_03 (13,673 千円) 

 
 

 

      
◆短期イベントだけではなく、通年で観光客を受け入れる観光資源などの検討が必要と 

 なっています。 

＊老舗まつりや夏まつりは一定の集客があるが、他の観光施設では減少傾向にある。 

◆広域連携による観光メニューの検討、増加傾向にある海外観光客の受入態勢の検討が 

必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

126 

「栗の活用」を推進し、新

たな特産品や観光資源の創

出を図ります。 

北のくりやま栗づくり協議会の活動支援（栗

の産地化、６次産業化など） 

ブランド推進課 

観光・賑わい推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １，３５０千円 

主
な
事
業
実
績 

北のくりやま栗づくり協議会の活動に対して支援

し、商品化普及に向けた加工業者への買取補助や販

売用ラベル（商号シール）を作成・配布しました。 

また、子どもたちをはじめとする町民への伝承活

動として、町内の栗にまつわる情報や協議会の活動

をまとめた絵本づくりを進めましたが、作業遅延に

より令和 5 年度の完成を目指して引き続き進めてい

きます。 

なお、協議会組織は令和 5 年度内に解散し、これ

までの成果や課題を踏まえ、生産者・加工事業者か

らの意見聴取も行いながら、次期総合計画において

商品開発や販路開拓となる支援策について検討する

ことにしました。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_02 (0千円) 
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127 
東アジア市場への特産品

の販路拡大を支援します。 

海外販路開拓のための展示会・商談会出展に

係る経費（輸送・渡航・通訳・広告宣伝費な

ど）の一部助成  

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

「栗山町海外販路開拓支援補助金制度」（町内中小

企業等が海外への販路の開拓及び拡大を推進するた

め、国内外で実施される展示会等への出展に要する

経費の一部を補助）による支援は、新型コロナウイル

ス感染症の影響により積極的な活用がしづらい状況

が続いており、栗山町特産品推進協議会をはじめと

する町内事業者から情報収集を進めましたが、現状

の社会情勢下においては海外販路開拓に関する支援

策の活用はニーズが低いことから、次期総合計画に

おいて国内も含めた販路開拓・拡大に関する具体的

な支援策について検討することにしました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策② 都市農村交流の推進 

● 豊かな自然・里山環境など、地域資源を活かした交流人口の拡大 

● 宅地分譲地等を活かした町内への移住・定住の促進 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

128 

自然・農村環境を活かした体

験教育プログラムを開発し、

都市圏からの交流人口を拡大

します。 

町外小中学校・大学等の教育活動の受入 
社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

大学連携を中心に、自然体験プログラムや雨煙別

小学校 コカ・コーラ環境ハウスを利用した活動を実

施しました。 

【主な活動内容】 

○大学連携：1回 

○大学演習受入：1回 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 
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129 
栗山町への移住・定住を促

進します。 

「くりやま移住促進協議会」の活動支援、宅

地分譲地のＰＲ・販売、移住推進体制の強化、

くりやまちょうＰＲ隊（地域おこし協力隊）

事業の実施、ＵＩターン促進に向けた奨学金

返済の支援 など 

若者定住推進課若

者定住推進Ｇ 

経営企画課 

地域政策 G 

 

 

最終予算額 １２，２２２千円 

主
な
事
業
実
績 

移住希望者への相談体制は、移住フェア出展の他、電

話やメールに加え、オンライン相談を活用し、相談者の

希望時間に合わせて対応しました。 

その結果、「くりやま移住促進協議会」のくりやま暮

らし体験事業に参加した 2世帯を含む 13世帯の移住に

繋がりました。 

また、移住コーディネーターによるきめ細かな移住

相談を心がけ、住居や就業に関する相談に対応したほ

か、地域活性化起業人制度を活用し空き家相談窓口を

強化しました。 

地域おこし協力隊が町内で起業する支援として、栗

山町地域おこし協力隊起業支援事業補助金を交付しま

した。（1件） 

決算額 １１，１８２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,500千円 

一般 7,682千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (11,182 千円) 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

192 

くりやま若者シティプロモ

ーション事業を推進しま

す。 

まちの魅力発信や栗山ファンづくりを行う担

い手育成、起業や地域貢献を目指す担い手の育

成、クリエイターズマーケットの運営を通じた

クリエイターの活躍促進、「くりエイトするま

ち 栗山町」のイメージ発信、情報発信力の強

化、食を通じた交流事業による栗山ファンの創

出 など 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，３６８千円 

主
な
事
業
実
績 

「くりエイトするまち 栗山町」のイメージ確立及び

発信に向けた、複合的な諸施策を実施しました。 

【実施内容】 

○クリエイター活躍推進事業：くりやまクリエイター

ズマーケットの運営 

○くりエイトするまち創生事業 

 ・クリエイターワーケーション体験事業：6名参加 

 ・新関係人口構築デザイン事業（広域連携）： 

ツアー2回・マップ作成 

○総合的情報発信媒体整備事業 

 ・ウェブサイト運営、情報誌の作成 

 ・子育てアプリ（電子母子手帳）運用：登録者 204人 

○食を通じたくりやまファン創出 

・札幌の製菓調理専門学校の町内農業生産者等への

訪問 

・専門学生によるくりふとキッチン出展（栗山町産

食材使用） 

決算額 ５，２０９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 800千円 

町債 0千円 

その他 1,000千円 

一般 3,409千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (5,209 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（４）雇用環境  
 

 

 

 

 

施策① 勤労者福祉の推進 

● 勤労者の福祉向上と季節労働者の通年雇用化の促進 
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130 

勤労者の福祉向上と、季節

労働者の通年雇用化を推進

します。 

勤労者福祉センターの管理運営、南空知通年

雇用促進協議会による季節労働者の通年雇

用促進支援・資格取得支援 など 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ５，８５１千円 

主
な
事
業
実
績 

指定管理委託により勤労者福祉センターを運営し

ました。 

また、南空知通年雇用促進協議会が資格取得支援

等を行いました。 

【主な実績】 

○勤労者福祉センター年間延べ利用人数：9,162人 

○通年雇用化人数：7人 

決算額 ５，８５１千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 5,851千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_05_01_01 (39 千円) 

01_05_01_02 (5,812 千円) 

 

 

 

 

 

 

     
◆町内外の求職者を受け入れる就業機会の確保が必要となっています。 

◆勤労者の労働環境の向上が必要となっています。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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施策② 雇用環境づくりの推進 

● 労働者の職場環境及び労働環境の向上 
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131 
労働者の労働環境の向上を

図ります。 

町内事業所と労働者に対してアンケートを

実施（雇用状態・賃金・福利厚生など） 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，４４２千円 

主
な
事
業
実
績 

従業員 5 名以上の事業所とその従業員を対象に、

賃金や雇用形態、福利厚生、新型コロナウイルス感

染症や原油・燃料価格高騰による影響などに関する

アンケート調査を実施しました。 

【調査実績】 

○事業所：149社／回収：134 社（89.9％） 

○従業員：447人／回収：379 人（84.8％） 

決算額 ２，２８８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,288千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_05_01_01 (2,288 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（１）道路・交通  
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

施策① 計画的な道路網の整備 

● 幹線町道の計画的な整備 

● 道路橋梁の長寿命化の推進 
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132 

幹線町道湯地継立線の道

路改良・舗装を実施しま

す。 

※前期で終了（事業完了） 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

     
◆道路整備は多額の費用を要するため、必要性や優先順位を精査するなど、計画的な整備が必要と

なっています。 

◆老朽度が進んでいる除雪用重機の計画的な更新が必要となっています。 

◆町営バスの効率的な運行体系の構築、高齢化社会に対応した交通システムなどの検討が必要と 

なっています。 

＊町営バス利用者 平成 14年度 39,400人（ピーク年）→ 平成 24年度 18,789人 

◆地域間を運行する民間バス路線の維持、都市間アクセスの向上に向けた検討が必要となっています。 

 

都市基盤  Ⅴ 
快適でやすらぐふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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133 
幹線町道杵臼本線の道路改

良・舗装を実施します。 
道路改良・舗装 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ７４，２９４千円 

主
な
事
業
実
績 

道路改良・舗装（L=261.40m）を実施しました。 

決算額 ７４，２９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 29,843千円 

道費 0千円 

町債 44,410千円 

その他 0千円 

一般 41千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_05 (74,294 千円) 
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134 
老朽化した橋梁の点検・修

繕を計画的に行います。 
定期点検の実施、補修工事 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４３，８３５千円 

主
な
事
業
実
績 

橋梁補修工事（1橋）及び橋梁点検、長寿命化修繕

計画策定（見直し）を実施しました。 

【施工箇所】 

○中央橋 

○橋梁点検 14橋 

○長寿命化修繕計画策定（見直し）107橋 

決算額 ４３，８３５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 26,532千円 

道費 0千円 

町債 12,973千円 

その他 0千円 

一般 4,330千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_05 (43,835 千円) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 



- 120 - 

 

施策② 道路環境の整備 

● 道路環境の適切な維持・安全確保 

● 冬期間の交通確保に係る除雪体制の整備 
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135 

町道の舗装や側溝改修な

ど、道路環境の維持・向上

を図ります。 

町道補修工事、区画線表示工事、町道維持管

理、側溝改修 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ８，４１６千円 

主
な
事
業
実
績 

町道の舗装修繕を行いました。 

【施工箇所】 

○中央通り歩道改修工事 

○区画線標示工事 

○高砂通り自由通路漏水修繕 

決算額 ８，４１６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 4,000千円 

その他 0千円 

一般 4,416千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_02 (8,416 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

136 
町道の総点検を行い、修繕計

画の策定・管理を行います。 

道路ストック修繕計画に基づく修繕（南学田

御園線、中央通り） 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 １１，１１０千円 

主
な
事
業
実
績 

舗装個別施設計画に基づき舗装補修や側溝などの

改修を行いました。 

【施工箇所】 

 ○雨煙別第 5支線舗装補修工事 L=250m 

 ○緑町通り側溝改修工事 L=27.4m 

 ○北学田 2線側溝整備工事 L=113m 

決算額 １１，１１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 10,500千円 

その他 0千円 

一般 610千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_02 (11,110 千円) 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

137 
冬期間における道路環境の

維持・確保を図ります。 

効率的かつ効果的な除排雪の実施、除雪用重

機の計画的な更新（グレーダー、ロータリー） 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ２７０，２７３千円 

主
な
事
業
実
績 

町道の除雪等を実施しました。 

【稼働実績】 

 ○全車出動日数：14日（前年度：18日） 

 ○一部出動日数：14日（前年度：12日） 

 ○排雪のための出動日数：25 日（前年度：21日） 

 ※降雪量：614cm（前年：542cm） 

決算額 ２２３，７３９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 28,856千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 194,883千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_02_03 (223,739 千円) 

 
 

施策③ 公共交通システムの充実 

● 都市間交通アクセスの維持・向上 

● 高齢社会に対応できる地域公共交通の確保 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

138 

地域間（都市間）交通の確保

と利便性の向上を図りま

す。 

民間バス路線確保のため一定の収支率以下

の路線に対して補助、都市間（札幌や千歳、

北広島方面など）への交通アクセス向上に向

けた調査・検討、ＪＲ室蘭線の路線維持と利

用促進の取組推進 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １３，４２６千円 

主
な
事
業
実
績 

近隣市町を結ぶ民間バス路線の内、国庫補助基準

経常収支率を下回った路線に対し、関係市町と協力

して運行経費の一部を補填しました。 

JR室蘭線の路線維持と利用促進を図るため、沿線

自治体で構成する JR 室蘭線活性化連絡協議会に参

画し、利用促進のための PRや、路線維持における実

証事業を行いました。 

決算額 １１，５２８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 5,700千円 

一般 5,828千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (11,528 千円) 

 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

139 

町営バスの充実を図り、交

通弱者の移動手段を確保し

ます。 

町営バス・コミュニティバスの運行、利用者

ニーズの把握と運行路線等の見直し、計画的

な車両（スクールバス等）の更新 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ７９，９９２千円 

主
な
事
業
実
績 

町民の買い物や通院など生活に必要な交通手段と

して、町営バス（1日 8路線 25 便）・コミュニティバ

ス（1日 8便）を運行しました。 

【利用実績】 

○バス利用者数：25,957人 

○バス運賃収入：2,816 千円 

決算額 ７９，０６２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 3,014千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,816千円 

一般 73,232千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_18 (79,062 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

140 

買い物弱者等の高齢社会の

課題に対応できる交通シス

テムを確立します。 

※前期で終了（計画事業 139に統合） 
建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

203 
持続可能な地域公共交通

システムを構築します。 

まちづくりと連携した地域公共交通ネット

ワークを構築するためのマスタープランと

なる、地域公共交通網形成計画の策定 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ４５千円 

主
な
事
業
実
績 

地域公共交通活性化協議会を開催し、デマンド・コ

ミュニティバスの運行について協議しました。 

決算額 ３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 36千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (36 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）住宅・住環境  
 

 

 

 

 

 
 
 

施策① 計画的な宅地・住宅の整備 

● 公営住宅の計画的な整備・改修 

● 低廉で快適な住宅地の供給 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

141 
公営住宅の整備・改修を行

います。 

老朽化した公営住宅の建替（曙団地、中央団

地、継立団地の設計）、地域材（栗山産木材な

ど）の積極的な活用、公営住宅長寿命化計画

の見直し など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４３０，６０５千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した中央団地 2棟 10戸の建替え、次年度の

継立団地新築工事の実施設計を行いました。 

※予算残の内 160,000 千円は、令和 5年度予算へ 

 繰り越しました。 
決算額 ２７０，３８３千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 131,133千円 

道費 0千円 

町債 136,922千円 

その他 0千円 

一般 2,328千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_03 (270,383 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆定住促進に向け、良質低廉な住宅地の供給、定住者への支援制度の検討が必要となって

います。 

◆耐用年数を経過している公営住宅が多く、早期の建替えが必要となっています。 

◆生活基盤である住環境向上のため、バリアフリーや耐震化などの住宅助成制度の継続が

必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

142 
住宅団地の造成を検討しま

す。 
新たな住宅団地造成の検討 

ブランド推進課 

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 ５９，６５３千円 

主
な
事
業
実
績 

中里住宅団地造成に係る基本設計及び第 1 期実施

設計を行いました。 

平成 27年度より分譲開始した朝日 4丁目（第 4期）

の草刈りの実施と、のぼりを購入し販売促進を行い

ました。 

【販売状況】 

○朝日住宅団地第 4期（全 17 区画） 

 ・平成 27年度販売件数：2件 

 ・平成 28年度販売件数：3件 

 ・平成 29年度販売件数：0件 

 ・平成 30年度販売件数：2件 

 ・令和元年度販売件数：5件 

 ・令和 2年度販売件数：3件 

 ・令和 3年度販売件数：1件 

 ・令和 4年度販売件数：0件 

※予算残の内 42,959千円は、令和 5年度予算へ 

繰り越しました。 

 

決算額 １６，３０８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 16,308千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

09_01_01_01 (16,308 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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施策② 住まいの環境づくり 

● 子育て世代などの定住促進に向けた支援 

● 老朽化した危険空き家対策の推進 

● 安心して長く住み続けられる居住環境の促進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

143 
若者・子育て世代が移住し

やすい環境を整備します。 

子育て世代の移住者に対する住宅支援（住宅

取得助成、中古住宅リフォーム助成、民間賃

貸住宅家賃助成、移住促進に向けた情報発信

など）、若者・子育て世代向け移住環境の検

討・整備、「栗山町空き家バンク」の運営空き

家利活用促進支援制度の構築・運用 

若者定住推進課 

若者定住推進Ｇ 

 

 

最終予算額 ９，８５３千円 

主
な
事
業
実
績 

若者・子育て世代の移住者へ住宅に係る費用の一

部を助成しました。 

また、ウェブサイトで空き家等の情報を公開する

「栗山町空き家バンク」の運営や、空き家所有者へ

の利活用支援を実施しました。なお、空き家相談は、

他課との連携の他、町内関係者の協力のもと対応し

ました。 

【助成内容】 

○新築住宅取得費用助成：7件 

○中古住宅取得費用助成：2件 

○中古住宅リフォーム助成：0 件 

○民間賃貸住宅家賃助成：19 件 

○空き家利活用促進（家財処分）：3件  

        （リフォーム助成）：1件 

決算額 ９，１４２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 2,400千円 

一般 6,742千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_22 (9,142 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

144 

生活環境の保全と防犯のた

め、空き家対策に取り組み

ます。 

老朽化した危険家屋（空き家）のうち、町に

寄附されたもの撤去 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，９０２千円 

主
な
事
業
実
績 

特定空家の解決に向けて、所有者（相続人）の調

査、文書による指導を行いました。 

決算額 ２，７７８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 619千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,159千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_01 (2,778 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

145 

｢人にやさしい住宅助成事

業｣を実施し、住宅の居住性

や住環境の向上を図ります。 

住宅のバリアフリー改修、老朽住宅解体、耐

震改修に係る費用の一部を助成、リフォーム

助成制度の検討 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，８９４千円 

主
な
事
業
実
績 

住宅のバリアフリー改修 10件、解体 9件の工事に

対し助成しました。 

決算額 ３，８９４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 1,763千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 2,131千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_05_01 (3,894 千円) 

 

 

 

実 績 

実 績 
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（３）上・下水道  
 

 

 

 

 

 

 
 

施策① 水道水供給の維持 

● 老朽化している水道管及び水道施設等の計画的な更新 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

146 
老朽化した水道管を計画的

に更新します。 

布設後 30年以上が経過した老朽度の高い 

塩ビ管を更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 １０４，２８５千円 

主
な
事
業
実
績 

老朽化した水道管 2,516ｍを更新しました。 

決算額 １０２，４１０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 97,200千円 

その他 0千円 

一般 5,210千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

11_01_01_01 (102,410 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆良質な水道水の安定供給のため、浄水場の機器更新と老朽水道管の更新が必要となっています。 

◆下水道管理センターの処理機能維持のため、老朽化した機器の更新が必要となっています。 

◆公共下水道と合併処理浄化槽の処理費用負担の公平性について、検討が必要となっています。 

＊合併処理浄化槽は個人が設置し、設置後の維持管理・清掃も個人が行っているが、公共下水 

道供用区域と比較し高負担となっている。 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

147 
水道施設の老朽化した設備

を計画的に更新します。 

桜山浄水場・各ポンプ場の機器・計装設備を

計画的に更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ３１，９６１千円 

主
な
事
業
実
績 

滝下送水ポンプ場及び滝下高区ポンプ場の機械設

備等を更新しました。 

決算額 ３１，２６２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 29,600千円 

その他 0千円 

一般 1,662千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

11_01_01_03 (31,262 千円) 

 
 

施策② 公共下水道の維持 

● 老朽化している機器の計画的な更新 

● 集落排水施設の公共下水道への統合による効率的な処理体制の確立 

● 汚水処理費用負担の統一化の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

148 
老朽化した下水道施設を

計画的に更新します。 
更新時期を迎えた機器を計画的に更新 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ２３３，０００千円 

主
な
事
業
実
績 

下水道管理センター及びマンホールポンプの機械

設備等を更新しました。 

※予算残の内 122,760 千円は、令和 5 年度予算へ

繰り越しました。 
決算額 ９８，６５９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 47,892千円 

道費 0千円 

町債 48,500千円 

その他 0千円 

一般 2,267千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

12_01_01_01 (98,659 千円) 

 

実 績 

実 績 



- 130 - 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

149 
継立地区農業集落排水施設

を公共下水道に統合します。 
※前期で終了（事業完了） 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

150 
個別排水処理施設整備を

推進します。 

町の管理による合併処理浄化槽の設置・維持

の推進 

上下水道課 

上下水道Ｇ 

 

 

最終予算額 ７５，２０１千円 

主
な
事
業
実
績 

合併処理浄化槽の保守点検や法定検査等を実施

し、適正な維持管理に努めました。また、合併処理浄

化槽を 10基新設しました。 決算額 ６７，３０８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 11,800千円 

その他 3,315千円 

一般 52,193千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

12_03_01_01 (67,308 千円) 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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（４）河  川  
 

 

 

 

 

 

施策① 治水・河川環境の整備 

● 河川環境の適正な維持管理 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

151 

河川環境の改善・水害防止

に努めるとともに、自然河

川づくりを推進します。 

河川の土砂撤去・倒木除去、円山地区排水路

改修、国や道管理河川の適正な維持管理要望 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 １２，５１０千円 

主
な
事
業
実
績 

河川の浚渫を実施しました。 

【施工箇所】 

○時登川浚渫：250m 

○杵臼川浚渫： 300m 

○葉散別川浚渫：400m 

○富士川浚渫：50m 

決算額 １２，５０５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 12,500千円 

その他 0千円 

一般 5千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_03_01 (12,505 千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆異常気象による局地的豪雨や融雪期の増水など、河川の負担が増大しています。 

◆河川内の樹木・土砂の堆積状況など、計画的な整備が必要となっています。 

＊町管理河川 37 河川 176.4ｋｍ  

 

 

 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

204 
雨煙別川流域河川整備を

推進します。 

雨煙別川の親水護岸、管理用通路の整備、多

目的広場用地購入、屋外トイレ整備、産卵床

整備 など 

建設課 

総務管理Ｇ 

社会教育課 

社会教育Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

町民団体と連携しながら、河川水の浸透・通過の状

況を確認し、サケ・マスの産卵できる環境を整えまし

た。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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（５）街なみ・景観  
 

 

 

 

 

 
 
 
 

施策① 市街地形成の推進 

● 新町及び錦地区の魅力ある街なみづくり 

● 南部及び角田地域の基盤整備と活性化 

● 将来を見据えた栗山市街地の計画的な基盤整備 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

152 
新町地区の再開発整備事業

に取り組みます。 

新町通街路整備事業（道事業）の実施、街な

み整備（道路・小公園整備など）、（仮称）MARON

プラザ改修整備、スマートウェルネス整備 

など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ４６６，０７１千円 

主
な
事
業
実
績 

新町通街路整備事業計画を含む都市再生整備計画

事業が平成 30年度にスタートし、令和 4年度は下記

のとおり実施しました。 

【主な事業内容】 

○本工事 

・中央 4線 ・栄町通り ・中央 1線 

・中央 15線 ・栗山駅南交流拠点施設  

・栗山駅南公園 ・案内板整備  

・新町通バスシェルター整備 

○調査設計・工事監理 

・栗山駅南交流拠点施設 ・新町通街路灯整備 

※予算残の内 59,800千円は、令和 5年度予算へ 

 繰り越しました。 

決算額 ４０３，８６６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 84,080千円 

道費 0千円 

町債 312,898千円 

その他 0千円 

一般 6,888千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_02 (403,866 千円) 

 
 

 

 

 

 

     
◆景観阻害要因の適正な改善に向けたルールづくりが必要となっています。 

＊老朽化した空き家、管理が行き届いていない空き地、通信鉄塔など 

◆歴史的建造物などを活かした魅力ある景観形成が必要となっています。 

◆人口減少や少子高齢化社会に対応した都市基盤の整備・充実に向けた取り組みが必要と

なっています。 

＊都市計画マスタープラン等に基づく栗山、角田、南部の各地域振興策の実施 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

153 

馬追橋の早期架換え要望

と、歴史的建造物を活かし

た錦地区の街並みづくり

を検討します。 

馬追橋の早期架換え（道事業）に向けた継続

要望、小林酒造レンガ倉庫周辺の遊歩道や幹

線道路の整備など、錦地区周辺における街並

み整備の検討 など 

建設課 

技術Ｇ 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １０，４９８千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町立地適正化計画を策定しました。 

北海道による馬追橋架換事業が実施されました。

（令和元年度～） 

【主な事業実績】 

◯橋梁下部工（橋台 1基、橋脚 2基） 

決算額 ９，９００千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 3,900千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 6,000千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_02 (9,900 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

154 

 南部公民館の利便性向上

に向けた、敷地内の整備を

行います。 

※前期で終了（事業完了） 

建設課 

技術Ｇ 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

155 
南部地域振興策を検討しま

す。 

継立中学校跡地活用の検討、幹線道路の整備

（継立南学田線、清見橋架換）、広域道路網

の整備要望、継立団地の建替調査､日出生活

館の改築、高齢者対策拠点整備の検討 

建設課  

技術Ｇ 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

旧継立中学校を活用する企業が決定し、地域への

説明会を実施しました。また、雨漏り等の修繕や具体

的な契約内容について協議しました。 

夕張市、由仁町との広域道路網の整備に向け、事業

実施主体となる北海道に対し、道道夕張長沼線整備

促進期成会において、陳情要望等を展開しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

156 

農村環境改善センターの

利便性向上に向けた周辺

整備を行います。 

※前期で終了（事業完了） 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

157 

国道 234 号線の整備要望

と、角田地域振興策を検討

します。 

国道整備（拡幅・バイパス化）の継続要望、

国道整備に合わせた町道整備の検討、住宅団

地造成の検討、角田地区への商業施設誘致 

など 

建設課 

技術Ｇ 

ブランド推進課

商工・労働Ｇ 

 

 

最終予算額 １３７，８２３千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町国道 234 号整備促進期成会において、陳情

要望等を展開しました。 

第 5工業団地造成に係る実施設計を行いました。 

第 4 工業団地の販売促進と造成地維持のため、草

刈りを実施（分譲区画（2区画）＋緑地 8,659.70㎡）

しました。 

※予算残の 112,688千円は、令和 5年度予算へ 

繰り越しました。 

決算額 ２５，１３５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 25,135千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

10_01_01_01 (25,135 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

158 

栗山駅南側の機能性を高

める道路・駐車場整備を行

います。 

※前期で終了（計画事業 152に統合） 
経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

159 

まちの将来像を見すえた

栗山市街地及び北部地区

の整備を検討します。 

南大通り延伸（長沼町間）に向けた継続要望

（北海道事業）、富士･中里地区の字名改正と

５丁目構想の検討、御大師山や湯地・鳩山地

区などの一体的な景観・観光振興構想の策定 

など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

北海道に対し、広域道路網の整備（南大通り延伸）

に向けた道道昇格認定について要望しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策② 景観づくりの推進 

● 町民と行政の協働による景観づくり 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

160 
景観資源の保全・活用を図

ります。 

栗山町景観条例・景観計画に基づく景観づく

りの推進、景観写真コンテストの実施 など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２４７千円 

主
な
事
業
実
績 

景観施策の一環として、第 9 回くりやま景観フォ

トコンテストを実施しました。 

50人 134 点の応募があり、応募作品はカルチャー

プラザでの展示や町ホームページに掲載しました。 
決算額 １８５千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 185千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_01 (185 千円) 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 公園・緑地の整備 

● 安全で安心して遊ぶことのできる魅力的な公園づくり 

● 御大師山周辺の環境整備と利便性向上 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

161 

老朽化した公園施設の安全

確保のため、計画的に修繕・

更新を行います。 

老朽化した公園施設の修繕（29ヵ所）・更新

（32ヵ所） 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 １，８５９千円 

主
な
事
業
実
績 

ふたば・松風・ひばり児童公園の柵の補修、ひまわ

り児童公園の水道設備の補修、駅西広場の街路灯を

補修しました。 

栗山駅南公園内のスケートボードのセクションを

製作しました。 

決算額 １，８５８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,858千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_03 (1,858 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

162 

御大師山周辺（栗山公園等）

の散策路・施設等の計画的

な改修・整備を進めます。 

散策路修繕・順路看板設置、展望デッキ整備、

御大師山周辺案内看板の設置 など 

建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ２２０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山公園（なかよし動物園）の堆肥場通路を補修

しました。 

決算額 ２２０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 220千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_03 (220 千円) 

実 績 

実 績 



- 139 - 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

163 

御大師山周辺ガイドブッ

クを作成し、散策路・周辺

施設の利活用を促進しま

す。 

周辺ガイドブックの作成 
建設課 

技術Ｇ 

 

 

最終予算額 ６０千円 

主
な
事
業
実
績 

昨年度作成した御大師山の散策ガイドマップに余

剰があるため増刷を見送りました。 

決算額 ０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_08_04_03 (0千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（１）コミュニティ活動  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① コミュニティ活動の支援 

● 地域組織の活動支援など町民主体のまちづくりの推進 

● 特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）の設立及び活動支援 

● 協定大学が持つ専門的情報の活用と学生交流の推進 

● 町民自ら考え、地域のために実施する公益活動の支援 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

164 
まちづくり協議会などの地

域活動を支援します。 

まちづくり協議会の活動に対して交付金を

交付（運営費・防災事業・福祉等その他事業）、

地域支援職員の配置、町内会・自治会の区域

再編に対する支援制度の創設 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ２，２９４千円 

主
な
事
業
実
績 

まちづくり地域交付金の交付やまちづくり地域支

援職員の配置など、まちづくり協議会に対する活動

を支援しました。 

○協議会設置数：10協議会 

○地域支援職員配置数：88名 

決算額 １，６２２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,600千円 

一般 22千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (1,622 千円) 

 

 

     
◆まちづくり協議会活動の地域住民への浸透と、さらなる活動の活性化が必要となっています。 

＊まちづくり協議会～栗山市街地８組織及び継立地区の計９組織（農村地域は未設置） 

◆まちづくりの担い手として、ＮＰＯ法人の安定的な活動継続と運営基盤の確保が求めら

れています。 

◆多様な地域課題の解決のため、大学の専門的知識の活用を促す取り組みが必要となって

います。＊協定大学～北海商科大学、北星学園大学、酪農学園大学、北海道大学農学部 

地域経営  Ⅵ 
みんなが主役のふるさとづくり  

計画策定時の主な課題  

実 績 
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165 
ＮＰＯ法人などの公益活動

に対する支援をします。 

ＮＰＯ法人設立・活動相談、個人町民税寄附

金税額控除制度の運用、研修会の開催、各種

助成制度の紹介 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３０千円 

主
な
事
業
実
績 

ＮＰＯ法人設立等に関する相談・受付窓口の設置

（権限委譲事務）、事業報告や定款変更等の受理、各

種助成・融資制度を周知しました。また、北海道ＮＰ

Ｏサポートセンターから講師を招聘し、町内ＮＰＯ

法人向けに活動応援セミナーを実施しました。 

○町内ＮＰＯ法人数：6法人 

（活動休止 2法人除く） 

○上記のうち町条例指定ＮＰＯ法人の認定：2法人 

○活動応援セミナーへの参加：4法人（5名） 

決算額 ３０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 30千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (30 千円) 
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166 

協定大学と連携し、コミ

ュニティ活動への情報・

学術等の支援を行いま

す。 

協定大学による実習・演習などの受入と学術

成果の共有、大学教員などの専門的知見活

用、大学講座事業（出前型）の実施 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

各担当課において協定大学等と連携した事業を実

施しました。 

【主な実績】 

○北海道大学：調査研究として学生を受入し農業

体験を実施及び学生サークルによる農作物の収

穫作業を応援（延べ 172名） 

○東海大学：北海道の利雪を学ぶため町内で環境

保全演習を実施（学生 4名、教員 1名） 

○東京大学：学生サークルによる農業体験の実施

（延べ 53名） 

○ベルエポック製菓・調理・ウエディング専門  

学校：関係人口の創出として年間を通じて食を

通じた交流事業を実施（延べ学生 207 名、教員

12名） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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167 

町民団体が連携・協力する

地域活性化・賑わい創出活

動を支援します。 

ＮＰＯ・ボランティア団体などが連携・協力

する提案事業（新たな活性化事業）を支援 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ５９０千円 

主
な
事
業
実
績 

町民団体相互の連携等による活性化事業を支援し

ました。 

【地域活性化事業】 

○栗山駅前花壇づくり事業 

【まちの魅力アップ応援事業】 

○栗山食材の地産地消及び旬産旬消促進事業 

決算額 ２９０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 290千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (290 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（２）行政経営  
 

 

 

 

 

 

施策① 効果的な行財政運営の推進 

● 総合計画に基づく効果的な施策・事業の展開 

● 中長期的に堅実で安定した財政運営の推進 

● 適正・公平・公正な徴収及び滞納対策と納税者の利便性・サービス向上 

● 町有施設の計画的な整備及び維持管理 

● 公共施設等の管理情報の一元化及び中長期的管理計画の策定 
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168 

総合計画に基づく施策・計

画事業の評価を行い、改善・

見直しを図ります。 

計画事業評価（各担当自己評価・外部評価・

理事者評価）の実施、施策評価（前期４年目・

後期３年目）の実施 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３３３千円 

主
な
事
業
実
績 

町長、副町長、事業担当課による「内部評価」と、

町民目線の客観的な評価及び提言を行う「外部評価」

の結果を踏まえ、次年度の予算編成や施策立案への

反映など、継続的に事業改善を行うことで、ＰＤＣ

Ａサイクルによる実効性のある事業展開につなげま

した。（評価結果は公表済み） 

○内部評価事業数：189事業 

○外部評価事業数：上記のうち 3事業 

決算額 ２８２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 282千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (282 千円) 

 
 

 

 

 

 

     
◆より効率的・効果的な行財政運営に向けての仕組みづくりが必要となっています。 

◆多様化する住民ニーズに的確に対応できる職員育成や意識改革が求められています。 

◆行財政改革を継続的に推進する必要があります。 

◆人口減少や地域経済が低迷する中、広域連携による事業の検討が必要となっています。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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169 

限られた財源を有効に活

用し、健全な財政運営を推

進します。 

中長期財政計画に基づく財政運営、効果的な

予算編成手法の検討・導入、財政健全化条例

の制定 など 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

歳入の 3/4 を国や道からの依存財源で占めている

ため、国の動向を注視しながら、事業実施に必要な補

助金の活用や地方債の発行など必要な財源確保に努

めました。 

財政運営に大きく影響する次の 3 指標において、

実質公債費比率及び将来負担比率は前年度から改善

し、財政調整基金は残高を増加させることができま

した。 

1 財政調整基金：年度末現在高 1,348,748千円 

（前年比 400,858千円増） 

2 実質公債費比率：8.3%（前年比 2.0ポイント減） 

3 将来負担比率：25.6%（前年比 7.6ポイント減） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

170 
自律したまちづくりのため、

行財政改革を推進します。 

行財政改革推進計画の進捗管理、町財政の中

長期試算の見直し、行財政改革取組状況の公

表 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町第 6 次総合計画に掲げる施策目標の実現の

ための必要な財源の確保・捻出、将来にわたって安定

的な行政経営の基礎となる財政基盤の確立、行政シ

ステムの見直しなどを図ることを目的として策定し

た栗山町第 4次行財政改革大綱（平成 27年度～令和

4 年度）に基づき、推進しました。 

栗山町経営改革推進計画（令和 5年度～令和 12年

度）を策定しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

 

 

 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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171 

各種統計データにより、町勢

の現状を分析し、まちづく

りに活用します。 

国勢調査など各種統計調査結果の分析と活

用、町民経済計算の実施、統計資料（情報）

の公表 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ３８千円 

主
な
事
業
実
績 

基幹統計調査を実施したほか、各種調査データを

基に「2023年版ポケット統計」を作成・発行しまし

た。 

○ポケット統計の発行数：1,000 部 
決算額 ３６千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 36千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_05_01 (36 千円) 

 
 

 

№ 
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172 
町税収入等の収納率向上に

努めます。 

滞納管理システムによる滞納対策強化、コン

ビニエンスストアにおける町税等の納付推

進、クレジット収納等の調査検討 など 

税務課 

収納Ｇ 

 

 

最終予算額 １，３４７千円 

主
な
事
業
実
績 

財産調査は 2,845 件実施（前年度比 2,467 件増）

し、滞納処分は 111件実施（前年度比 48件増）しま

した。 

コンビニ利用件数は、10,778 件（前年度 1,412件

増）の利用があり、このうち、土日の利用が全体の

1/4 程度あることから、納付の利便性の向上が伺え

ます。 

収納率は前年度比 0.35 ポイント上昇しました。 

今後も、クレジット収納など、更なる利便性向上

への取組みについて、引き続き検討します。 

決算額 １，３４０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 1,125千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 215千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_02_02 (1,125 千円) 

02_01_03_01 (148 千円) 

07_01_02_01 (41 千円) 

08_01_02_01 (26千円) 

 
 
 

実 績 

実 績 
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173 
町有財産の適切な維持・

整備を進めます。 

長寿命化を図るための個別施設計画の策定・

計画に基づく整備 

建設課 

総務管理Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

施設の長寿命化を図るための個別施設計画に基づ

き、町有財産の適切な維持・管理をしました。 

決算額 
 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 
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公共施設等総合管理計画

を策定し、計画的に老朽化

対策を進めます。 

公共施設等の維持管理・安全確保・修繕・更

新・統廃合などに関わる中長期的な実施方針

（総合管理計画）の策定と運用 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

令和 3 年度に改定した公共施設等総合管理計画に

基づき、公共施設等の適切な維持・管理をしました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 
 
 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策② 効果的な行政体制の構築 

● 町民ニーズに的確に対応できる職員育成と意識改革 

● 新たな行政ニーズや社会環境の変化に対応した組織体制の構築 
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時代に対応できる行政職員

を育成します。 

国・道などへの職員派遣、職員提案型の自己

啓発研修、各関係機関による研修プログラム

への参加、職階ごとの研修会開催 など 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 １，７７３千円 

主
な
事
業
実
績 

職員研修計画に基づき研修を実施しました。 

【主な実施内容】 

○職員自主提案による自己啓発研修：2人 

〇市町村アカデミー：2人 

〇政策力形成ゼミナール：1人 2回 

○町村会主催研修：11人（基礎・中級研修他） 

○職員研修会（職場内）の開催：2回（政策形成に

関する研修、コンプライアンス研修） 

決算額 ５９９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 280千円 

一般 319千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_01 (599 千円) 
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効率的で満足度の高い行

政サービスを提供できる

組織体制を構築します。 

機能的な組織体制構築と人員配置、職員数適

正化の推進 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

栗山町職員人材育成基本方針に基づき、人材育成

及び人事管理に資する取組として、人事評価を実施

しました。 

○職員数：R5年 4月 1日現在 154人 

（前年同日 148人、参考：平成 18年度同日 181人） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策③ 行政情報化の推進 

● 行政事務の効率化と町民サービスの向上 
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情報システムの活用により、

行政事務の効率化および行政

サービスの向上を図ります。 

行政情報システムの適正な維持・管理・更新、

社会保障・番号制度の導入・推進、電子自治

体の推進 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ４１，３１２千円 

主
な
事
業
実
績 

関係事務の効率化を図り、行政サービス向上のた

めに導入した各種情報システムを管理・運用しまし

た。 

また、行政情報システムのアウトソーシングを図

るため、北海道電子自治体共同運営協議会へ参加し、

情報システムを共同利用しました。 

決算額 ４０，９５７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 40,957千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (40,957 千円) 
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情報通信基盤・機器の活用によ

り、行政事務の効率化および行

政サービスの向上を図ります。 

情報通信基盤・機器の適正な維持・管理・更

新、民間事業者に対する町内ブロードバンド

サービスエリアの拡大要望 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １８，６４６千円 

主
な
事
業
実
績 

関係事務の効率化を図り、行政サービス向上のた

めに導入した各種情報通信機器等を管理・運用しま

した。 

併せて、個人情報等の漏えいを防止するために必

要な対策について調査・検討しました。 

決算額 １７，９９２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 17,992千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (17,992 千円) 

 
 

実 績 

実 績 



- 149 - 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

207 

情報通信基盤未整備地域に

光ファイバを整備し、町内

における情報格差を解消し

ます。 

民間電気通信事業者による高度無線環境整

備推進事業に対する支援 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

光回線の無線局設置について周知しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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施策④ 広域行政の推進 

● 広域連携による効率的な行政運営の推進 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

179 

地域振興策や事務共同処理

の検討など、広域連携の推

進を図ります。 

南空知ふるさと市町村圏組合への参画（４市

５町）、南空知４町広域連携検討会議への参

画（南幌町、由仁町、長沼町、栗山町） 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 １，１８７千円 

主
な
事
業
実
績 

○南空知ふるさと市町村圏組合：移住定住につなげ

るための首都圏プロモーションセミナーの開催な

ど、各種ソフト事業を実施しました。 

○広域連携加速化事業：南空知地域における広域連

携の取り組みとして、防災・ICTインフラ・公共交

通の各テーマにおける研修会などを実施しまし

た。 

○学生地域定着推進広域連携協議会：学生地域定着

自治体連携プロジェクトとして、イベントや町の

事業に学生ボランティアを受入れました。 

○北海道空知地域創生協議会：振興局と管内市町連

携により、知名度向上のための各種プロモーショ

ン事業を実施しました。 

○オール北海道ボールパーク連携協議会：圏域連携

勉強会や情報発信、イベントなどを実施しました。 

決算額 ９４８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 145千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 803千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (948 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 績 
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（３）情報共有と町民参加  
 

 

 

 

 

 

施策① 行政情報の公開・提供 

● 町広報やホームページ等を通じた行政情報等の積極的な発信 

● 情報公開による行政運営の透明性確保 

● 政策・財政情報の発信など町民との情報共有の推進 

● コミュニティ活動の活性化に向けた情報共有インフラの整備 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

180 

広報くりやまの発行など、

行政情報を広く発信しま

す。 

広報くりやまの発行（毎月）、町勢要覧の発

行、暮らしのガイドブックの発行、公式ホー

ムページの運営 など 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 １４，１１８千円 

主
な
事
業
実
績 

○広報くりやまでは、町の行事や、行政からのお知

らせ、栗山青年会議所や地域おこし協力隊などの

活動を連載コラムとして掲載しました。また、生

涯学習情報誌「マナビィ」では、教育関係のイベン

トや自然教育の活動を掲載しました。 

○町内の出来事を後世に残すため、映像記録用ＤＶ

Ｄに、各種事業・イベントやコロナ禍の公共施設

の様子などを収録しました。 

○町ホームページでは、各課所などと連携を図りな

がら、町内で行われた各種事業・イベントなどの

情報を「新着情報」や「まちのニュース」に掲載し

ました。 

決算額 １３，９３８千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 3,570千円 

一般 10,368千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_02 (13,938 千円) 

 
 

 

 

 

 

 

 

     
◆政策情報を町民に分かりやすく伝える情報公開・提供の仕組みの充実が必要となっています。 

◆若年層を含めた町民参加の充実に向けて、多様な仕組み・機会づくりが必要となっています。 

◆運用実態を踏まえた自治基本条例の見直しの必要性があります。 

計画策定時の主な課題  

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

181 

町が保有する公文書の適切

な公開と情報提供を推進し

ます。 

栗山町情報公開条例などに基づく適切な情

報公開・提供、公開請求事案に応じた情報公

開・個人情報保護審査会の開催 など 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 １，２９６千円 

主
な
事
業
実
績 

公文書の公開及び個人情報の取扱いについて、法

令等に基づき適正に対応しました。 

【主な実績】 

○町が保有する情報への請求に応じた公開 

 ・介護保険要介護認定等に係る情報提供：442件 

 ・情報公開条例第 10 条の規定に基づく公文書 

  公開請求：3件 

○情報公開・個人情報保護審査会：3回 

決算額 １，２４２千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 1,242千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_19 (1,242 千円) 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

182 

予算・決算・財政状況など

の情報を分かりやすく公表

します。 

財政情報の町広報掲載、予算説明書および決

算説明書の発行 など 

経営企画課 

行政経営Ｇ 

 

 

最終予算額 ３，９７４千円 

主
な
事
業
実
績 

予算、決算などの財政情報を町民にわかりやすく

発信するよう努めました。 

【主な公表内容】 

○町広報誌：2回（4月、10月） 

○予算説明書の公表（5月公共施設配置） 

○決算説明書の公表（10月公共施設配置） 

○町ホームページへの掲載 

決算額 ３，９７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 1,800千円 

一般 2,174千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_01 (3,974 千円) 

 
 
 

 

 

 

実 績 

実 績 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

183 

自治基本条例に基づき、町

民への情報提供に関する

仕組みを充実します。 

各種計画・条例策定プロセスの公表、審議会

等の情報公開、出前型政策説明（懇談）制度

の運用 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

自治基本条例第 16条の規定に基づき政策情報の共

有や町民参加を推進し、各種計画や審議会等につい

て公表しました。 

また、出前型政策・施策説明会を実施しました。 

○利用件数：1件（50人） 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

184 
栗山町史（平成史）を編集・

発刊します。 
平成元年から平成 30年の平成史版の発行 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ９９６千円 

主
な
事
業
実
績 

「町史編さん室」から「町史資料調査室」と名前を

変更し、新しい資料の発掘や町広報誌にコラムを掲

載しました。 決算額 ９７４千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 316千円 

一般 658千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_12 (974 千円) 

 
 

 

 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

185 
開拓 130周年記念事業を行

います。 
※前期で終了（事業完了） 

総務課 

総務Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 
№ 計画事業 事業概要 担当課 

186 

コミュニティ放送により、

町民との情報共有手段の充

実を図ります。 

運営組織の設立、放送局施設整備、防災ラジ

オの購入・配布 

ブランド推進課 

観光・賑わい推進Ｇ 

 

 

最終予算額 １４，３８６千円 

主
な
事
業
実
績 

コミュニティ放送局の開局に向けたラジオ番組の

放送やＰＲイベントを実施しました。また、町民との

情報共有の充実を図るため、栗山町公式ｎｏｔｅを

通じて情報発信を行いました。 

【主な実績】 

○コミュニティ放送 PR番組の放送：35回 

○コミュニティ放送 PRイベントの実施：8回 

○栗山町公式 noteの発信：31 回 

決算額 １３，３４９千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 13,349千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_07_01_03 (13,349 千円) 

 
 

 

 

 

実 績 

実 績 

本計画事業は、前期計画期間（Ｈ27～Ｈ30）で完了しました。 
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施策② 町政への町民参加の推進 

● 町政に対する町民ニーズ・意見等の把握と参加機会の充実 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

187 

町長のまちづくり懇談会や

ふれあい訪問を行い、町政

への町民参画を推進しま

す。 

町内会・自治会長や各地域、各種団体などを

対象とした懇談会の開催（充実）、職場など

へのふれあい訪問の実施 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ６６千円 

主
な
事
業
実
績 

まちづくり懇談会は、春に町内会長・自治会長、各

機関・団体長および、市街地・北部地区、角田・中部

地区、継立・南部地区に分け実施しました（6 月 27

日～7月 15日 計 5回：115 人）。秋は各地区へ出向

き全町民を対象に実施しました（10 月 17 日～11 月

15日 計 24回：285人）。 

開催にあたっては、懇談を活発にするため町内会・

自治会、各機関・団体に、事前に質問・意見の聞き取

りを行い、参加者の増加に努めました。町広報誌、町

ホームページなどを活用して開催告知を行い、広報

車で放送巡回して参加を呼びかけました。 

決算額 ５７千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 57千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

01_02_01_02 (57 千円) 

 
 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

188 

日常的な町民との情報共

有制度「くりやまキャッ

チ・ボイス」を運用します。 

ハガキ・ＦＡＸ・メールにより日常的な町民

の疑問・意見などを受理し、原則２週間以内

に回答する仕組みの構築・運用 

総務課 

広報・防災 

・情報Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

ハガキやＦＡＸ、ホームページにより 43件の投書

があり、要望が 16件、質問・相談が 14件、提案が 9

件、激励・称賛が 4件ありました。 

また、町民ニーズや意見などを把握するため、2ヵ

月ごとにキャッチ・ボイスの専用ハガキを町広報誌

に折り込みました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 
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№ 計画事業 事業概要 担当課 

189 

自治基本条例に基づき、多

様な世代に対する町民参

加機会を充実します。 

町政の重要課題に対する町民参加機会の充

実、審議会等の委員公募の推進、子どものま

ちづくり参加（体験）の推進 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

総合計画や各政策分野の基本的な計画の策定にお

いて、懇談会、アンケート調査やパブリックコメント

を実施しました。また、審議会等の委員公募や会議開

催情報について、町広報誌、ホームページに随時、掲

載しました。 

決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 
 

施策③ 自治基本条例の見直し 

● 条例の運用実態を踏まえた見直しの検討 

 

№ 計画事業 事業概要 担当課 

190 

町民参加により、栗山町自

治基本条例の見直しを行い

ます。 

先進自治体研究、行政内見直し委員会の設置・

検討、（仮）町民見直し委員会の設置・検討、

啓発パンフレット配布 など 

経営企画課 

地域政策Ｇ 

 

 

最終予算額 ０千円 

主
な
事
業
実
績 

「情報共有」や「町民参加」を推進する取組の際に、

自治基本条例の認知度向上を図るためＰＲを行いま

した。 決算額 
０千円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫 0千円 

道費 0千円 

町債 0千円 

その他 0千円 

一般 0千円 

（参考） 

会計別決算額 

会計_款_項_目 (決算額) 

 

 

実 績 

実 績 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 

令和４年度の予算配当・

執行はありません。 


